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議 事 日 程 

令和元年９月３日（火）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 

 



 2－3 

開議 午前９時３０分 

 

○議長（永谷幸弘君） 

  ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。質問者は質問者席

に登壇して質問を行ってください。 

  持ち時間は質問及び答弁を合わせて５０

分といたします。 

  西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  ただいま議長の御指名をいただきました。 

  ９月定例会、トップバッターを務める西

岡でございます。 

  行政におかれましては簡潔にして明快な

御答弁をお願いいたしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

  ちょっと高齢で声が出にくいということ

で御容赦いただきたいなと思っております。 

  さて、国においては文科省の中央教育審

議会、つまり中教審ですね、と、安倍総理

の教育諮問機関である教育再生実行会議に

おきまして、教育大国日本の教育再生に向

けた新しい時代の義務教育の提言がなされ

ております。一方、豊能町においても、現

在、教育力日本一、それに向けて東西の小

中一貫教育に取り組んでいるところでござ

います。つまり煎じ詰めれば、国も豊能町

もあげて教育再生に向けた取り組みの年で

ありまして、令和元年は教育再生の年とい

うことであります。そして豊能町はタイム

リーに、令和元年、町長、副町長、教育長

めでたく三役揃い踏みということでござい

ます。令和元年、三役揃い踏みで、礼は尽

くしてその解決策に挑戦していただく。令

和かけてまんねんで。いただき、また令和

元年三役揃い踏みで、礼は尽くして問題の

解決を図っていただきたい。これもかけて

まんねんで。と思うわけでございます。現

在、豊能町では小中一貫教育問題、また人

口問題、環境問題への取り組み、またダイ

オキシン問題の解決等々、数多くの問題が

山積いたしておるところでございます。新

三役におかれましては諸問題の解決に向け

どうぞよろしくお願いいたしたいと思いま

す。 

  それではまず、小中一貫校教育の問題で

ございますけれども、小中一貫教育は豊能

町の分水嶺であります。これも長期的な思

考でその方向性を求め、多面的にその対策

を考察し、そして根本的な解決を図らねば

なりません。教育力日本一を目指す豊能町

の未来に生きる教育の取り組み、これは地

域とともにある小規模校でのキャリア教育

の推進であると思います。長期的に多面的

に根本的にいかに取り組まれますか。また、

町長は小中一貫教育を東西につくるという

ことでございますが、何年計画を想定して

いますか。お答えいただきたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  ただいまの西岡議員の１、教育問題につ

いての御質問のうち、我が豊能町におきま

して、学校、子どもたちの状況を分析し、

小中一貫教育を長期的展望に立ってどう進

めていくかということでございますが、豊

能町教育大綱また教育基本方針の理念や方

針を尊重するとともに、平成２８年度より

豊能町保幼小中一貫教育推進会議で議論し

取り組んできた内容を基盤に、豊能町保幼

小中一貫教育のグランドデザインを策定し、
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次年度より全庁で取り組みを進めてまいり

たいと考えております。学校におけるキャ

リア教育の推進はその柱の一つと捉えてお

ります。 

  次に学校、家庭、地域の教育力の取り組

みについてでございますが、教育力日本一

を目指すに当たり、まず学校、家庭、地域

にこれまでの取り組みを再度お知らせをし、

これからどう進めていこうとしていくのか

を共通理解していただく必要がございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  教育長、それはまだ出ておりません。 

○教育長（森田雅彦君） 

  済みません。また後ほど御答弁させてい

ただきます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  町長の答えは。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川恒敏町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  おはようございます。 

  ただいまの御質問、小規模一貫校におけ

るキャリア教育、これは非常に重要で、お

子様がこれから社会に向けてしっかりと巣

立っていく、そのためにはそれぞれの立場、

そしてそれぞれのステップでキャリアを積

み重ねていき、社会に向けた取り組みが必

要でございます。この問題については教育

長も含めしっかりと取り組んでまいりたい

と思いますのでよろしくお願いをいたしま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  教育長も答弁あったように、教育大綱で

すね。これはまだ完全にできてないと。大

まかな教育内容の検討はしてきたと思うん

ですね。平成２７年から小中一貫校の対応

して検討してきていると。ただ、教育大綱

は新しい法律が変わって、要するに町長が

これをつくると。検討は教育委員会でする

と。協力体制をとって未来の豊能町の教育

を作成するということで、未来のビジョン

をきちっとつくっていただきたいと思うん

ですけども、これからのことで教育力日本

一ということになれば、やはりハード面の

前にソフト面を十分にやってもらわないか

んと。今、答えなかったんですが、何年計

画でやってるのか。例えば平成元年から２

年までに何すると、そういうことはまだ話

がなかったんです。その辺、大まかなこと

わかりますか。例えば元年に地域とのいろ

いろな情報を交換する、その情報をとる、

そしてそれ２年目に分析するとか、そうい

う大まかな経過、策定プラン、それがあっ

たらちょっとお聞かせ願いたい。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  今のお尋ねがございましたグランドデザ

インを策定する、そしてそれに基づく教育

を令和２年度から、今、進める予定を立て

ております。その中でどんなふうに年度ご

とに進めるかということですけれども、一

応再編のことにつきましては新しい学校を

建てるには５年間かかるということが、い

ろいろ、今、相談をしている中で出ており

ます。ですからできるだけそのグランドデ

ザインにつきましては、グランドデザイン

ですか、学校の、どうしていくかというこ

とにつきましては、今年度、ことしじゅう

に結論を出していく必要があるというよう

に思っています。教育大綱の中身につきま

しても教育委員会議のほうでも論議をし、
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そして町長と話をする中で、再度この教育

大綱の中身につきましては考えていただく

必要があるというように、今のところ思っ

ております。 

  それから年度の計画でございますけれど

も、その中身につきましては、もうグラン

ドデザインは学校それから地域の方、ＰＴ

Ａの方にも御意見をいただきながら中身の

検討を進めなければならないというように

思っておりますので、その辺のことにつき

ましては、今、発行しております豊能の風

の中で少しずつ、こういうことを進めてい

きますということをお伝えしながら、また

いろいろな場所で御意見もいただきながら、

それでこの年度末にはきちんとした形でお

示しをしていきたい。また説明会等でもお

話をさせていただきたい。そのように思っ

ておるところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  東地区のほうが余りそういう説明がこれ

までなかったということで、前回の教育大

綱をつくるときの説明会でもいろいろトラ

ブルが、質問が多過ぎたと。この前、教育

長もおいでいただきましたけども、説明会

やりましたね。あのときに教育とまちづく

り一体化という話ありましたので、その中

でやっぱり地域の情報を十分に取り入れて、

これからの教育はどこにあるのかというこ

とをきちっと踏まえたら、新しい教育観は

どこに置くのかと。私は今、真の教育とい

うのは何なのか、真の教育力って何なのか。

私も平成３年度に大阪府のＰＴＡ行きまし

たけども、いわゆる真の学力観、生きる力

というのはそのときから言うてるわけです。

それは今まさに豊能の風でやってる、いわ

ゆるキャリア教育ですわ。これを充実する

ことによって、やっぱりみずから考え主体

的に行動できるような、社会の変化に対応

できる、そういう教育力をつけれると。私

は教育力日本一の豊能町の基本は、やっぱ

り地域社会の中で、地域と、地域に育まれ、

根本は家庭にあるんですけども、家庭の教

育力、この辺にあると思います。だからハ

ード面なんかその最終の最後の最後で、プ

ランが全部できてからこの教育のためにど

ういう建物が必要なのか、これが私は本来

であろうと。だからハードがソフトを優先

するなんていうのは本末転倒で、とんでも

ない話やなと思ってるんですけども、この

教育委員会が検討した中で一番最初に、石

塚教育長のときに委員会開いたとき、コス

トカットでなく子どものためにということ

を言ってるわけです。コストのことは二の

次なんですよね。だからどこで何ぼの建物

を建てるとかそんな話じゃなくて、子ども

のためにまずどういう教育なのかというこ

とをやってほしい。その中で今のキャリア

教育、この基本はやっぱり地域、家庭の参

画、学校を支える、どう支えていくか、そ

して一般社会の中で大人が子どもにどうか

かわるか。だから私はうちの自治会の一番

最初のあれにも言ったんですけども、親も

大人も教育者たれと。家庭ではやっぱり親

が先生なんですよ。地域では大人が先生、

学校では学校の先生が先生なんですね。だ

からやっぱり教育者として子どもに自分の

背中を見せろと、私はＰＴＡのときにはよ

く言われました。親の背中を見て子どもは

育つと。そういうことで、今回のキャリア

教育、私は基本は家庭の教育力だと思う。

だから地域と家庭と学校の教育力、これを

文科省もそうですけども、教育再生会議の

中でも基本はそれですわ。その中で子ども

に一番最初にかかわるのは家庭ですね。私

は平成３年度のときは胎児教育まで言われ

ました。３歳児のその教育、よく言われる
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ように三つ子の魂百までもということを言

います。だからその辺の、言うて悪いです

けども、今回の教育委員会がやってること

なんですけども、どうも、私、全部冊子見

させてもらいましたけども、事前の対応が

ないなと。教育論が後回しになってる。だ

からその辺を今後どういうふうに、やっぱ

り教育委員会のほうで進めていかれるのか。

私はまず教育論がまずあって、真の学力と

は何なのか、そしてその真の学力とはやっ

ぱり新しい学力観の中に沿って、ここはい

わゆる豊能町に誇りをもって力強く生きる

子どもを育てよう、そういう新しい学力観

を進めるために、いわゆる知・徳・体のバ

ランスある教育って言ってますけども、評

価されないものほど大事なんですよ。点数

で出るのは軽いもんですわ。それをどう利

用するかということが大きいことで、だか

ら文科省、それから教育再生会議が言って

るのは、今の子どもに欠けてるのは自己肯

定感がないと。だからいじめとか不登校が

出てくるんやと。自分に自信を持って生き

ろと。豊能町も同じように、町に誇りを持

って自信を持って生きなさいと。そういう

力をつけようということを言ってるわけで

す。そのためにはさっき言った、これにあ

りますね。豊能の風にあるキャリア教育、

これが大切やなと。そのためには地域、家

庭、学校の協力体制、協働体制が必要やと。

その中で学校、地域が学校に対して、学校

はコミュニティスクールをやっぱりきちっ

とやっていくと。そのためにはキャリアシ

ステムの構築が大切やなと。そういうこと

も含めて、やっぱり教育委員会、これから

２６年の法が改正になって教育長も町長も

一体となって子どものためにやっていこう

ということで、これから教育委員会のそう

いう実質的な進め方についてちょっとお話

しいただきたい。お答えいただきたい。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  今、西岡議員さんのほうから、子どもた

ちを豊能町としてこれから長期的な展望に

立ってどう進めていくかと、その辺の考え

を御答弁させていただきたいというように

思いますけれども、この目指す子ども像、

グランドデザインの中にもこのことを、や

はり目指す子ども像、一番大きな柱として

挙げようとしております。それにつきまし

てはお示しさせていただいておりますよう

に、豊能町に誇りを持ち、自信を持って社

会を生き抜く子どもと、これまでは社会を

生きる子どもとなっておったんですけども、

ここのところを生き抜く子どもというよう

に変えたところでございます。これは新し

い学習指導要領、これが今後１０年先を見

通して今年度改定をされ、それによります

教育、教育課程が各小学校で行われようと

しております。その教育課程の中で、この

社会がどんどん変化していく、例えば今い

てる小学校の子どもたちが１０年先どうな

ってるか。今でもＩＴ化がどんどん進んで

る、情報化が進んでおります。グローバル

化、世界とのいろいろなつながりも、毎日

のようにいろいろなニュースが飛び込んで

まいります。そういう中で子どもたちが大

きくなったときに身につけておかなくては

ならない力、これはどういうものかという

ことを委員会の中でも話をしたところでご

ざいます。自分できちっといろいろな課題

を見つけて、そして自分の力で、いろいろ

な方法があると思うんですけれども解決を

していくと。そういう力を小学生高学年ぐ

らいからはつけていく必要があるんではな

いか。そういうふうなところをそうしたら

具体的にどうするんだということでござい
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ますけれども、これは家庭学習の中で、や

はり家庭と連携を取りながら進めていく必

要がある。ここのところをもう少し、家庭

での勉強の仕方ということは課題になって

おりますので、今、学校と事務局でどのよ

うにこれを進めるかと話をしておるところ

でございます。そしてことしじゅうにはそ

ういうことも家庭のほうにお伝えをして、

家庭での勉強の仕方ですとか家庭での約束

事、携帯の使い方、そういうことも含めま

して、テレビのどれぐらい見るとか、小学

校１年生ではどれぐらい勉強するとか、そ

ういうふうな簡単な約束事からきちっと話

をしてまいりたいというように思います。 

  それからこれは小学校段階ですけれども、

中学生になりましたら中学生は答えのない

問題、そういうものも、いろいろな総合的

な学習の時間ですとか、そういう中でも提

案をし、それで自分たちでいろいろ論議を

し、それで答えのない問題ですけれども、

解決をしていく。例えばあなたは制服派で

すか。中学の制服ありますけども、あなた

が例えば高校になったときどちらを選びま

すか。制服がいい、私服がいい、それをお

互いの立場に立って考えていく。それを制

服派とそれから私服派で論議をする。そう

いう中で自分の考え方を高めていく。そう

いうような取り組みもしていく必要がある

んではないか。といいますのは、例えば社

会に出たときには一つの答えではなしに、

一つの課題に例えば三つの答えを求められ

るというようなことも出てまいります。そ

れからちょうど、またこれは後ほどお話し

させていただきたいと思います。そういう

ようないろいろな力をやはり小中学校の間

から子どもたちにみんなで身につけていく

ということでございますが、議員おっしゃ

られましたように、社会、学校と家庭と地

域、それぞれがどういうことを進めていく

か、きちっと共通理解をして、そして理解

だけだったらだめなんですね。一つの役割

分担する中では目標を立てて、その目標は

きちっと達成できてるかというような評価

も毎年しながら、子どもたちを育てていく、

あるいは見守っていく必要があるんではな

いか。そういうことをグランドデザインの

中でも話をしていきたいと思いますし、地

域の方と一緒になって子どもたちを見守り

育てていくためには、コミュニティスクー

ル、こういうようなものもつくり上げてい

く必要があると、お願いをしていく必要が

あるというように思っておるところでござ

います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  いろいろ説明ありましたけども、教育委

員会の中でとにかく東は地域がまだあると。

だから小規模な学校でもいいから一回、東

でまず実験校をしたらどうやという話も出

てるわけです。多分西はそういう地域が希

薄やと思う、私は。だからこの間、学校に

草刈りやなんやで一緒に行ってますけども、

やっぱり地域の方が全面的に応援してます。

いろいろなイベントをやってもすごく親以

外のほうがたくさん参加しておられます。

そういう地域が学校を支える形があるのは、

私は東のほうやと思ってます。だからそう

いう形で一回実験校をしてみたらどうやと

思うんですけど、どうです。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  モデル校をつくってそれでいろいろなこ

とを進めてはどうかということでございま

すが、確かにモデル校の策定につきまして

はいろいろなモデル校ございますので、今、
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どういうモデル校があるか、例えば体力向

上というようなところ、これにつきまして

はクラブ活動のこともございます。そうい

うようなモデル校も考えられますし、今お

っしゃいましたコミュニティスクール、こ

れも国のほうの委嘱を受けて、モデル地域、

これは小学校区を中心としたでものでござ

いますけれども、そういうモデル校もある

と。どの地域にどういうような研究を進め

ていただくか。今、議員のほうから御指摘

がありました、やはりその地域の特色とい

うんですか、そういうものに合ったモデル

校を委嘱していきたい、そのように考えて

おります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  よく、あっちを見てきてどうのこうのと

いう話はあるんですけどね。大体視察は、

成功したとこはまず参考になりませんわ。

失敗したとこは参考になります。だからこ

こにやっぱり根差した、ここでしかできな

い教育をするんやから、まずやってみて、

いろいろなとこで改定するとこもあるやろ

うと思うんです。地域、学校、家庭という

ことになったら、家庭は基本的に子どもの

情操教育というんですか、これが基本にな

ると。社会は、今もう社会が大変モラルが

低下して、それこそ地域の教育力がどうな

のかということもあるんですけども、ただ

もう一つ、学校は教師の意識、先生という

のは自分で自分自身にプライドといいます

か、そういうものを持って、やっぱり郷土

愛を育てるためには教師自身がそういう郷

土愛を持ってないとできないと思います。

家庭の教育力もそうやけども、子どもにと

って先生というのは尊敬に値する人なんで

すから、そういう教師が常に、今、教育長

言われるように社会は常に変わっていくわ

けです。常に勉強せなあかんのが教師なん

です。だから私は教えることは学ぶことだ

と思ってます。それがどういうあれなのか、

私は労働者なんていう話が出たりなんかす

るというのは情けない話ですけども、先生

というのは私は子どもの成長、それから発

達に責任を持つ専門職業人やと思うんです

よ。労働者じゃないと私は思っております。

だから学校の教師には絶えざる研修、これ

が基本やと思うんです。教育基本法のほう

にもそういうこと書いてあるわけです。教

育基本法を見ると、自己の崇高な使命を深

く自覚し、絶えず研究と修養に励み、その

責務の遂行に努めなければならない。これ

は教師の基本ですわ。そういう部分がやっ

ぱり、教師の研修なんかも町自身がやって

いくと。だから基本的には教育というのは

根本は人間学ですわ。だから点数が出ると

こがどうのこうのじゃなくて、人間として

どう生きるのかということが基本やと思い

ます。そういうことを今回はやろうという

ことで、この今のキャリア教育ですか、そ

れを推進していくと。だから点数にない部

分をどう教育委員会が行政と一緒になって

予算をつけてやっていくかと。教育という

のはすぐ結果が出ないというところがなか

なか難しいんです。だから議員さんでも余

り力を入れへんのはそこです。教育はすぐ

結果が出ない。建物建てたらええもんじゃ

ないんですから。だからそういう部分で、

地域は僕らが、今回は自治会やらしていた

だいてますけども、その中でやっぱりまち

づくりに参画するという意識が自治会の会

員の中にはなかなか出てこない。それと地

域でもそうです。農協、商工会なんかどこ

まで教育にかかわってるのかと。まちづく

りと教育が一体化して進めるということで

あれば、教育委員会も農協も商工会も同じ

方向に向かっていかなあかんわけです。そ
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れを仕掛けるのはやっぱり学校である。学

校は地道にこつこつ、やっぱりそういう仕

掛けをやっていくということでないと、地

域と家庭は一体化しない。今、親御さんが

何でも頼ると、任すという形になって、自

分でやろうというのはだんだん薄れてきて

ると。だからＰＴＡは何とかあるけども子

ども会は解散とか。そういう基本的な意識

改革いうのは時間がかかるんですけど、や

っぱり地域としてはそういう地域にかかわ

って学校をサポートすると。ふだん自治会

でも草刈りやミニスポーツ大会行ってます。

自治会の中で寺子屋いうのも夏休みにやっ

てます。子どもを集めてね。そういう、夏

祭りもそうですけども。子どもに対してか

かわっていくと。親は別や。親がほんまは

もっと子どもにかかわらなあかん。親がか

かわらへんかったら地域がかかわらなしゃ

あない。そういう子どもをサポートする体

制をやっぱりきちっとしてやっていかなあ

かん。これは今、教育委員会の中で議論し

て聞いてましたけども、要するに今までや

ってる教育委員会の議論は、問題に対する

事前の対応がないんです。事後の対応。い

わゆる対応じゃなくて適応ですわ。こうな

ってると、人口が減ると、ほなどないすん

ねんと。人口が減るんやったらどうやった

らふえるかいうことはやってない。人口が

減る、だから小中一貫校や。少ないからこ

れをもう西へ集めてまえと、そういう論法

じゃなくて、根本的に子どもをどうするか、

そのためにはどういう対応をしていくか。

それが決まったらその教育に対してどうい

う建物が必要なのか。そういうことが基本

なので。だからそういうことでキャリア教

育もそうですけども、キャリア教育という

のはこの年齢によって違いますやん。教育

というのは適時性、このときでないと教え

られない教育もあるわけです。それは特に

点数の出ない部分、結果が出ない部分、特

に徳育なんかそうやと思うんです。これは

評価できない。点数にも出ない。それがま

た一番大切な部分ですね。そういうことを

今後どういうふうにやっていくのか。それ

と、今、言うたのは無意図的な教育、いわ

ゆる生活活動、指導のほうです。生活指導。

その意図的な教育の教科活動はこれはもう

先生得意ですわ。ところがその生活指導、

いわゆるキャリア教育、この辺はなかなか

勉強できてない。そういう先生の教育もき

ちっとしていかなあかん。その辺を今後、

それと一緒に紡ぎながら、生活指導と教科

指導、それを一緒になってできるような先

生をやってこないと、このキャリア教育な

んてできないと。その辺の指導もやってい

ただきたいと思いますし、やっぱり子ども

のために東西の別個のグランドデザインが

私は必要やと思う。なぜかというと、東に

は東の文化があり西には西の文化があるん

です。じゃあ文化って何やねんと。エリオ

ットという人が文化論の中で言うてる。文

化っていうのは生きがいやって言うてるん

です。東には東地区の生きがいがあるんで

す。西には西にある。生活環境も違う。そ

れを生かす、地域を生かす教育を今回やろ

うということでしょう。その基本に今回こ

れで言ってはるのは、豊能の風でっか、こ

れで言うてるのは、キャリア教育の研究推

進ということです。これは何やと。生きる

力をつけるって書いてるんです。これが根

本なんですよ。これをやっぱりきちっとや

ってほしい。東についてはやっぱりこれを

きちっと親御さんにやっていくことが大切。

今後地域の方々へのいろいろなかかわりを

どういうふうにやっていかれるのかお伺い

します。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 
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  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  たくさんの御提案をいただきました。そ

の中で一つは、先生というのはこれは一生

勉強するものだというように思います。先

ほど申しました子どもたちにどんな力をつ

けていくか。子どもたちも自分で生きてい

く上で一生いろいろなことを勉強していけ

る、そういう力を大きくなってもつけてい

かなくてはならない、そんなふうに捉えて

おるところでございます。 

  それから教員の研修につきましては、計

画的に系統的に一つは進めていく必要があ

るというように思っております。豊能地区

は人事権が移譲されましたので、これは３

市２町で共同で行っておるものでございま

すけれども、初任者研修１年目、それから

２・３年目研修、そして５年目研修、１０

年目研修、そういうような時系列を追って

研修をしてまいります。そして例えば初任

者研修等につきましては５年目、１０年目

の先生が講師となって指導に当たると。こ

れはみんなで授業を考えていく、子どもた

ちを考えていくということでございます。 

  それから家庭・地域にお願いをすること

ですけれども、家庭・地域に先ほどコミュ

ニティスクールというお話をさせていただ

きましたけれども、例えば子どもたちの放

課後の活動をどうしていくか、土曜日のこ

とをどうするか、長期休業中のことをどう

するか、そしてまたいろいろな行事を地域

でやる、そういうようなことをどういうよ

うにお互いに役割分担をして、子どもたち

や学校のことを応援していただくかと、そ

ういうような中身、これをお願いはしてま

いりたいというように思います。 

  それからグランドデザインを東西でとい

うことでございますけれども、グランドデ

ザインの考え方は豊能町としてまずどうし

ていくか、今はそれぞれの学校で学校のグ

ランドデザインをつくって、それで教育、

課程教育を進めていただいておりますけれ

ども、それをできるだけ再編のことを目指

して、頭に置いて、豊能町ではこういう教

育を進めていく、こういう子どもたちを育

てていく、そしてそのことをベースにそれ

ぞれの地域でどういう教育を進めていくか、

それは特色ある教育を進めていっていただ

く必要がありますので、それぞれの、例え

ば西地区に学園をつくりましたらそういう

学園の中で、東地区でそういう学園をつく

ったらその学園の中で、町としてのグラン

ドデザインのもとにそれぞれの学園でそう

いう特色あるものをつくり、子どもたちを

育てていただく、地域と連携しながら育て

ていただくというように考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  教師の研修も、教科課程はええんですよ。

これはもう十分できてるんです。それ教職

課程、私もとろう思っとったんや。これは

もう十分できてます。対応できます。子ど

もに対して自信持って。ただ、生活指導の

分です。それは人間教育ですわ。自分自身

ができてないのになぜ子どもが指導できる

のかいう部分。こっちのほうがやっぱり欠

けてると思うんです。だから子どもの動き、

考え、動作が把握できない。いじめに遭っ

てんのもわからない。不登校の原因もわか

らない。それは自分にそういう資質という

か、そういうものができてないから。それ

と先生同士のあれがあるのかどうか知りま

せんけど、そういう、例えばこれから小中

一貫校になったら小学校の先生も中学校の

先生も一緒に交流することもあるやろ。そ

れは一つの大きなメリットやと思うんです。

だけど自分自身を、さっき言った絶え間な
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い研修いうのは自分自身をどう高めるかい

うことが私は基本やと思います。だから常

に社会が変わる、その中でいろいろな社会

問題も起きてくる、教育問題も起きてくる。

それに対して常に自分がどう対応するかい

うことができてないと、子どもなんか教え

られるわけがない。だから教えることは教

えられることなんです。学ぶことなんです。

そういうことで絶え間ない研修ということ

を言ってるんだなと私は思ってます。だか

らそういう部分はどう進めるか。教科課程

のほうはもう十分できるんです。そうじゃ

なくて別に生活指導の部分で豊能町に合っ

た子どもをどうするかいうことの検証を、

私は学校それから地域、家庭、特に学校の

先生にやってほしいということなんです。

そういうのはどうですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  御指摘がありましたように、やはり自分

を振り返りましても、人が人を教えるとい

うことは大変難しいことでございます。で

すからいろいろな経験を積んでおく必要が

ありますし、またいろいろな人と交流をす

る必要がある、コミュニケーションを図っ

ていく必要がある。私も教員になるときに

先輩の方から、学校というのは大変狭い、

子どもさんを相手に四六時中というんです

か、ずっと学校にいてる、そういうふうな

職業だから、いろいろな方々と話を聞いた

り交流をしたり必要があるということを言

われましたので、できるだけ、先生という

ような立場ではありましたですけども、い

ろいろな方と活動を一緒にやろうというよ

うなことで、いろいろな地域の方とスポー

ツあるいは文化あるいは趣味のことにつき

ましてもやってきたというようなことを、

自分でも大変役に立ったなというふうに思

うところでございます。豊能地区の先生が

豊能の子どもたちのことを、豊能町の子ど

もたちのことを豊能町の先生が教えていく

ときには、豊能町のことをしっかりと頭に、

あるいはいろいろな経験をして、積んで、

それで教壇に立つべきだというように思い

ますので、先生がいろいろな地域の行事で

すとかあるいは地域に飛び込んで、地域の

方々と一緒にいろいろな活動を進め、そこ

でいろいろなことを学んでいく、そういう

必要があるのではないかなと。フィールド

ワーク一つにしてもそうですし、地域には

地域のいろいろなすばらしい歴史、宝物が

残っております。そういうことにつきまし

ても地域の人から話を聞く、そういうよう

な、先生がそういう姿勢を持って子どもた

ちの教育に当たるべきだというように思っ

ておりますので、事務局といたしましても

教育委員会といたしましても、そういう場、

研修、取り入れてまいりたいというように

思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  教育で終わってしまうな、これ。 

  さっきも言いましたように、教育は人間

の自立を目指すということです。だからこ

のごろ、一般社会では権利の主張ばっかり

やってる人がいる。権利の主張の前に義務

を果たすという、そういうこと。学校は何

をしてくれるではなくて、学校に何ができ

るかということでこれからやっていかない

かんわけです。教育再生会議もきれいなこ

とを言ってますけど、要するに財政的な面

もあるわけです。教師の加配の問題もある

でしょう。だからそうなると、これからの

学校は地域と家庭が支えなあかん学校にな

ってくるわけです。参画するぐらい、コミ
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ュニティスクール以上に経営参加、それか

ら授業参加までやっていかなあかんと、と

いうことがじゃあできるのかと。根本的に

やっていかんとどないもならんのちゃうの

かなという。だから平成２６年の、今の地

方教育行政の組織及び運営に関する法律、

あれが変わりましたね。これはやっぱり財

政的な支援もしなさいと。今まで教育は教

育委員会も独自の独立独歩でやっておった

わけです。もちろんそれは教育のソフト面

はよろしい。だけどそれを財政面でサポー

トできないと無理だろうということで、行

政にも権限を与え、そして教育委員会には

教育長の権限を与えやっていこうと。だか

ら両者が一体となって、やっぱり地域・家

庭を一体にして、学校をどうサポートする

かということが私は根本であろうと。残念

ながらいろいろいいことを言っても、社会

は家庭からお母さんを職場に出してみたり、

やってるわけです。だから家庭の力も落ち

るのは無理ないと思うんです。だけどそれ

をどうサポートするかという時代になって

きてるわけです。だからみんなで、これに

書いてますやん。豊能町でも、みんなでゼ

ロ歳児からサポートしようということを書

いてます。じゃあ地域・家庭・学校の協働

体制ができてるのか。コミュニティ化があ

るのか。うちの希望ヶ丘でもそうですよ。

コミュニティ化をどう支えていくか、強固

にしていくか、その辺が根本になって、私

は子どものことをきちっとやるからって自

治会長をやったけど、その年に子ども会解

散ですわ。それは今までの取り組みができ

てないということです。教育というのは一

日にしてなるもんじゃないし、終点はない

んですよ。教育委員会の中に、もうやるこ

とはやったとかいう、この間のリポート見

たら、もうやることはやったと。これ以上

の意見はないと。あったら聞かせてほしい

みたいなことを言ってる教育委員がおるん

です。何をおごってるのかと。何ぼでもや

ることあるんですよ。子どものために。自

分の体面のためにやるんじゃないんですよ。

教育というのはほんまに子どものためにど

うあるべきかということを真剣に考えなけ

れば子どもが犠牲になってしまいます。私

は平成３年度、残念ながら５日制で失敗し

ましたよ。親も教師もいいほうにいっても

うて、楽な方向にいってもうた。結果、子

どもが犠牲になって土曜日休み。土曜日の

休みをどう実行してるのか。あのときに言

ったのは、子どもを学校から地域に返そう

という話、家庭に返そうと。じゃあ家庭が

あるのか、地域があるのか、その検討がな

いままに進んだわけ。走りながら考えると。

教育にそんなことやったらだめですよ。じ

ゃあ子ども中心に、これから地域、家庭、

学校、教育委員会、行政一体となって、町

ぐるみでどうするかということをやらんと、

子どもはだめだし、この豊能町もだめにな

っていく、すたってしまってどうにもなら

んということになります。ですから今後、

町長、教育長、副町長もそうです。三役が、

新しい三役に私は期待しておりますので、

どうぞ地域、学校、家庭の連携、教育力の

強化、その辺を含めて子どものために何が

できるのか、何をすべきか、何をしなけれ

ばならないか、それを根本的に考えていた

だいて、ですから一番冒頭に言っておりま

すように、いわゆる長期的に考えて、多面

的にいろいろ執行していただいて、根本的

な解決をしていただきたいいうことをお願

いしたいと思うんですけども、町長、その

辺の意気込みをお願いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 



 2－13 

  西岡議員ありがとうございます。 

  ポイントですけれども、家庭、学校、教

育、これはもう三位一体になってやらない

といけないと。私はまちづくりと学校とい

うのはもう一体で両方で考えていかないと

いけない。そのために町政懇談会もさせて

いただいたら、やはり学校と地域のお母様

方、保護者の方々との連携はとれてますけ

ど、地域との連携がなかなかとれてない。

入り口がわからないとかっていうお答えも

ありました。したがって、私は地域の話題

を教育委員会、そして教育長にも含めてお

伝えをするのが責務だと思いますので、そ

ういうところも含めて、これから、そして

地域で支えるのはやっぱり郷土愛を持った

地域の方。この方々に参画をいただかない

といけませんので、しっかりと三位一体で

努力をさせていただきますのでよろしくお

願いをいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で西岡義克議員の一般質問を終わり

ます。 

  ここで、インターネット接続の調整を行

いますので、しばらくお待ちください。 

  次に、田中龍一議員を指名いたします。 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  皆様、改めましておはようございます。 

  ２番・田中龍一でございます。 

  議長から発言のお許しをいただきました

ので一般質問させていただきます。 

  これまでの私の一般質問と同じ視点、つ

まりまちづくりの基本であるないものねだ

りではなくてあるもの探しの視点を中心に

今回も質問させていただきます。 

  例えば豊能町にだけあるものや既に制度

としてあるけれども十分に活用されていな

いもの、既に公表済みの計画の実現とか、

また今後、国からの要請で策定しなければ

いけない計画、それらを活用して費用を抑

えながら豊能町独自のまちづくりを着実に

実施していただきたいという思いで質問さ

せていただきますので、簡潔なわかりやす

い御答弁、よろしくお願いいたします。 

  大きく４項目について質問させていただ

きます。 

  最初の１項目め、特色ある学校教育の充

実による教育日本一の実現についてでござ

います。 

  現在、こども園、小中学校の再配置につ

いて御検討されておられますけれども、そ

の実現にはまだまだ時間がかかると思いま

す。ハード、つまり再配置の前に、教育内

容、つまりソフト部分ですね。できること

から始めてほしいという思いから質問させ

ていただきます。また先行してソフト事業

を行うことによりまして、再配置に当たっ

て実際の運用面からよりよいアイデアも生

まれてくるかと思いますので、ソフト面を

中心にちょっと質問させていただきたいと

思います。 

  なお、１問目の質問については、広報

「とよの」９月号の豊能の風の中で五つの

重点ということで回答が書かれておりまし

たので、２問目から質問させていただきま

す。 

  また、２問目、豊能の風の９月号に書い

てあったんですけれども、豊能町キャリア

教育計画では、子どもたちが将来を見据え

て学ぶ意義や目的を見出し、夢や目標を持

ち、それに向かっていく力を養います。こ

れから社会の中で自分の役割を果たしなが

ら自分らしい生き方を実現していくとあり

ます。つまり児童生徒はいずれ社会人にな

ります。学校での体験や勉強などはある意

味社会人になるための準備であるとも言え

ます。したがっていずれ必ず社会人として

旅立っていくことも想定して、児童生徒が
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社会人としてスムーズに適応できるような

視点で教育日本一を目指してはどうかと思

っております。時間もお金も限られている

ので、教育日本一に当たってはやはりこう

いったことで絞ってやられることも大事か

と思いますので、この社会人として適用で

きるような視点での教育日本一、こういっ

たことを目指してはどうかと思いますので、

それについて御回答をお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  大きくなったときにスムーズに社会に入

れるようにどんな力をつけておくかという

ことですけれども、先ほどの西岡議員の御

質問でもお答えさせていただきましたです

けれども、小学校段階から授業の中で、問

題は自分で解き、自分で考えた答えについ

て友達と意見を交換し合ったりして自分の

意見を考えを高めていく。今よく言われて

おりますアクティブラーニング、これまで

は割と先生が子どもたちに答えを求める、

それで次に進むというようなことでしたで

すけれども、２人や３人でグループで考え

たことを意見交換をし、意見を、ドッジボ

ールと言うんですけど、投げ合ってお互い

にぶつけあってそれで考えをまとめていく、

あるいは高めていく、そういうようなこと

を積み重ねていく必要があるというような

ことで、これはアクティブラーニング、授

業のスタンダード化の中でそういうことを

進めようとしております。ある中学校に行

きますと職員室の前にそういうスタンダー

ド化というのが入り口に張ってありました

ですけれども、そこまで先生方が考えて取

り組みを進めてくれているんだというよう

に見させていただいたところでございます。 

  それから先ほど家庭学習の中での話をし

ましたですけども、その日学校で習ったこ

と、その中から自分で課題を見つけて、そ

れを一人勉強等で進めていく、これは小学

校低学年はなかなか難しいですけれども、

中学年ぐらいからこういうことを始めてい

こうと、今しております。それから答えが

一つでない問題、これも先ほどお話をさせ

ていただいたところでございます。人間力

を磨くというようなお話もございましたで

すけども、少し紹介させていただきたいの

は、これは９月号の学校だよりに校長先生

が書かれている一文でございますけれども、

始業式では、人工知能の発達により生徒の

皆さんが社会に出るころには新しい職業が

どんどんとふえていると同時に、今ある職

業がロボットの仕事になっているなど、大

きく社会が変わっていることが予想されま

す。そこで大切になってくるのが、人でし

かできないことをしっかりと身につけてい

くことで、人間力をしっかりと身につける

ことが中学校生活では大切で、そのために

は日ごろの授業を前向きに取り組もうとす

る力や、９月にある体育大会、みんなと協

力して成功させようとする思いなど、これ

から社会に出て行く、出て活躍していく皆

さんには身につけてほしい、そういう力を

身につけてほしい。子どもたちに校長先生

もこういう話をしていただいておりますけ

れども、そういう人間力、こういうことに

つきましても小中学校の段階でも身につけ

ていきたい、そのように思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  今まさに、人でしかできないことを目標

にということがあったんですけれども、ま

さにそのとおりだと思います。 

  豊能町のキャリア教育の中でも、やはり

子どもたちが将来を見据えて学ぶ意義や目
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的を見出して、夢や目標を持って、その目

標を持つことの重要性が記載されています。

ですので人としてできないことについてや

っぱり目標の設定というものが私はあるの

かなと思っております。 

  そこで目標の設定でいい事例がございま

して、実は宝地図というものがございます。

この宝地図というのは自分のゴールをイメ

ージしてそれを可視化することによって自

分の将来何になりたいのか、どうしていっ

たらいいのかということを実現していくよ

うな、こういったものなんです。実際小学

校の事例では、船橋市立南本町小学校でこ

れをやられてると。そこでは生徒たちはこ

の宝地図をつくりながら、警察官になりた

いとか、お医者さんになりたいとか、モデ

ルになりたいとか、多くの夢を語り会われ

たそうです。この地図は子どもたちの夢や

目標を写真などで具体的にイメージさせる

ことでやる気を引き出す、そういったツー

ルでございます。夢を具体的にイメージす

るようになると自分に必要な情報が自然と

集まってくるようになると。実現のための

アイデアも湧いてきます。子どもたちに目

標を持たせることが重要と考えます。 

  吉川小学校の卒業式なんか、私の子ども

も卒業したんですけれども、それぞれの将

来私はこんなことになりたいですよと発表

されておりました。非常によいことだと思

います。より具体的に何になりたいかを考

えさせてその夢を実現できるように、船橋

市立小学校で導入した、例えばこういう宝

地図、こういったものを本町では導入した

らどうかと思いますけれどもいかがでしょ

うか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  おはようございます。 

  御提案ありがとうございます。 

  宝地図の目的は、自分の夢や目標を可視

化して、子どもの行動力をプラス方向に上

昇させるということにございます。本町に

おきましても年間あるいは学期ごとに自分

の目標や頑張りたいことなど可視化して教

室に掲示しておるところでございます。ま

た、その他の学習の中でも、自分の夢や目

標を振り返り、行動力がプラスの方向に上

昇するような取り組みを行っております。

今後は宝地図も参考にしながら、さらに取

り組みを進めていきたいというふうに思っ

ておるところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ありがとうございます。ぜひ参考にして

いただいて、導入のほうを検討いただけれ

ばと思います。 

  次に、先ほど目標設定という話しました。

その次にやはり大事なことは、設定した目

標に向かってどのように計画していくのか、

それをどうやって実現していくのかという

のは非常に大事な力だと私は思っておりま

す。先ほどの豊能町のキャリア教育の中で

も、夢や目標を持ってそれに向かっていく

力を養いますとございます。その力を養う

ために、これもある事例なんですけれども、

茨城県の古河中等教育学校とか東京都中野

区立第十中学校などで学生向けのビジネス

手帳、こういったものを採用してます。こ

れは活動の記録をこの手帳に一元化して振

り返ることで、さまざまな気づきを得て、

生徒の成長につなげていくということです。

即効的な効果としては、手帳への記録の一

元化によって宿題とか忘れ物なんかが激減

したという体験談も書かれております。豊

能町の中学校では毎年生徒手帳を渡してい



 2－16 

ます。現在の生徒手帳に例えばかえて、こ

の学生向けのビジネス手帳を採用されてみ

てはいかがでしょうかという御提案でござ

います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  今の御質問ですけども、ビジネス手帳の

件ですけども、本町では設定した目標など

に向かって計画的に実現する力を養うため

に、毎日の学校生活を記録する生活記録ノ

ートやテストの前の時間管理表作成などの

取り組みを行っております。時間の管理意

識を持つことは特に中学生にとっては必要

であると考えております。また、手帳を通

じてみずからと向き合うこと、毎日書く習

慣を持つことなども大切にしたい活動の一

つでございます。このような目標管理、時

間管理など、ビジネス手帳と同様のことに

取り組んで、現在おりますので、現在の取

り組みを継続していきたいというふうに考

えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  計画的に取り組んでおられるということ

ですが、こういった事例もございますし、

実際成功されていることもあるので、また

御紹介させていただきたいと思いますので、

ぜひ御検討いただけたらと思います。 

  次に、次の質問で、学校の課題、例えば

図画とか工作とか作文なんかを、できるだ

け文部省が懸賞を出したりとかサクラクレ

パスを出したりとか、いろいろあるんです

けれども、そういったものに切りかえて、

小規模校であっても日本じゅうの生徒相手

に切磋できるような環境を整えていること

が大事ではないのかなと。もし仮に入選で

もしたら、その子は本当に人生変わるぐら

いの大きな飛躍が見られると思います。例

え入選できなくても、全国で選ばれた入選

作品を見ることによって生徒たちには非常

に大きなよい勉強、気づきがあるかと思い

ます。また、少なくとも例えば日本一を目

指すということであれば、懸賞の応募数と

か懸賞の当選数、こういったことで可視的

に日本一も目指すこともできると思います。

豊能町でも一部で採用しているのは私も知

っておりますけれども、私はまだまだ不十

分ではないのかなと思っております。学校

の課題をできるだけこういうことに切りか

えてあげて、子どもの長所を伸ばす、また

全国のレベルから学んでいただく、こうい

ったことを観点に、懸賞応募にできるだけ

切りかえてほしいのですけれどもいかがで

しょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  田中議員の御質問ですけども、懸賞への

取り組みということですけども、本町では

夏休みの課題として幾つかの懸賞やコンク

ールなどの募集をまとめて一覧表にして、

生徒・児童に配布しておるところでござい

ます。また、夏休み後には取りまとめて懸

賞に応募しております。そういうことをや

っておるんですけども、今後ですけれども、

来年度から学校授業の内容が増加し、プロ

グラミング教育とか英語教育入ってきます。

田中議員の御提案をいただき、内容を含め

子どもたちの過度の負担とならないよう研

究していきたいというふうに考えておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 
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○２番（田中龍一君） 

  ありがとうございます。 

  私も過度な負担という意味合いでなくて、

今まさに課題として出しているものを入れ

かえることによって、量は変わらないとい

う形で、そういった形で御検討いただけた

らなという思いで質問させていただいたと

ころでございます。 

  次に、第２項目めに移らせていただきま

す。 

  家庭、地域、学校で支える教育について

ということでございます。 

  まず１問目でございます。教育を支える

のは学校だけでなく家庭や地域で支える必

要があると思います。そこで地域で支える

一つの手法として次のようなことを考えて

いただけたらというふうに考えています。

公民館での住民が実施している文化活動、

例えば英会話とか絵画とか写真とか輪読な

んか、そういった活動が例えばあるんです

けども、こういった文化活動で、児童生徒

がクラブ活動に類するものとして開放して

いただける活動があれば、そういった活動

があれば子どもたちが優先的に入り、子ど

もたちが学べるようにしてあげたらどうか

なと。一方で活動されているグループのイ

ンセンティブとしては、なかなか西公民館

とか場所がとりづらいという面があるので、

そういったところには、それを取り入れて

いただいた方には優先的に時間、場所を割

り当ててあげるというようなインセンティ

ブを加えることによって、活動も子どもが

入ることで活発化し、子どもたちも新たな、

いろいろな活動に接せれるということがで

きないかなと。幸い、両方の中学校とも公

民館が近くにございます。一部で児童生徒

と一緒に行っている活動があるということ

は私も知っておりますけれども、このよう

に両者にメリットがあるものですので、で

きるだけ多くの方が多くの児童生徒、また

多くの活動が参加できるように、生徒とし

て考えていただいて、どんどん、子どもた

ちがいろいろなものに接せれる、また大人

たちも子どもたちと一緒に活動ができる、

そういったことをしていただけないかとい

うことで質問させていただきます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  田中議員の御質問は、公民館を使用する

のに子どもたちが入っておれば優先的にと

いうことだったと思いますけども、公民館

の利用団体は主にみずからの文化活動を行

っていることです。これらの団体は平日の

午前・午後が多く、児童生徒に開放すると

いうことをしてもなかなか時間的には難し

いかなというふうに考えております。また、

先ほどから教育長が申しておりましたとお

り、教育委員会としましては今後、地域と

ともにある学校としてコミュニティスクー

ルへの取り組みが重要であると考えており

ます。町内には公民館などでいろいろな文

化活動をしておられる方がおられます。そ

のような方に学校の放課後や土曜日、日曜

日など、他市のサタデースクールのような

取り組みに協力いただけたらというふうに

考えております。児童生徒が公民館に行く

のではなく、地域の方が学校に入り込んで

支援をいただき学校に来てもらう取り組み

を進めていかなければならないというふう

に考えておるところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  非常に、学校に来ていただくのであれば

生徒児童にとってもいろいろな意味でいい
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と思いますので、ぜひそういった形で進め

ていただけたらなと。また、活動を行って

いる方にとっても何かインセンティブがあ

ったほうが、その方たちにも励みになると

思うので、何かそういったことも考えてい

ただけたらどうなのかなと思いました。 

  次に、２問目でございます。 

  豊能町では中央と西、両公民館に自習室

が今でもございます。これら自習室におい

て、例えば月額９８０円で教科書に沿った

授業がネットで何度でも見れるスタディサ

プリという、こんなソフトがあります。こ

ういったものを導入してみてはどうかなと。

また保護者とか卒業生からの寄附によって

書籍ですね。例えば学習漫画、参考書、過

去問とか、そういったものを寄附していた

だいて、分類整理して設置することによっ

て、さらなる自習室の拡充を図ってみたら

どうかなと思います。それと、図らずもひ

きこもりのお子様も本町の中にもいらっし

ゃるのも事実なので、例えばその子たちに

とっても学校あいてるときに行けるような

行き場ということにもなり得るのかなと思

いますので、そういった両面から中央両公

民館の自習室、これを何らか拡充していた

だいて、子どもたちが自主的に学べる、楽

しく学べる場所、かつひきこもられてるお

子様の一つの居場所づくりということで御

検討いただけないかと思いますので、その

点について御回答よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  田中議員からの御質問は、スタディサプ

リの問題、それと参考書、あとひきこもり、

不登校ですね、の件の三つがあったと思い

ます。 

  まず、西公民館の青少年ふれあいルーム

は、青少年が教育相談や自習を行う場所で、

さまざまな利用者が利用しているところで

ございます。スタディサプリの導入は現在

のところ導入する予定はございません。そ

のような機器については持参して、そこで

勉強していただくということを基本にした

いというふうに考えております。 

  また、保護者からの参考書などの寄附で

ということですが、２０２０年度、２０２

１年１月実施の大学入学共通テストの問題

作成の方向が大きく変わります。そういう

ことで、新たな参考書を置くことを考えた

いと思いますが、書籍の選定や設置場所も

限られているため、教育委員会で内容など

を今後協議したいというふうに考えており

ます。 

  また、不登校の児童については、教育相

談の先生と一緒に青少年ふれあいルームを

使うことがよくあります。その場合、他の

利用希望者の使用を控えていただくことに

なるかもしれませんので、常時の居場所と

しては難しいかなというふうに考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  済みません。私、ひきこもりという言葉

を不登校というふうにちょっと訂正させて

いただきます。 

  わかりました。ぜひ、せっかくある施設

ですのでいろいろ考えていただいて拡充し

ていただけたらと思いますのでよろしくお

願いいたします。 

  次、３問目でございます。 

  豊能町の教育の推進内容ということで見

てみますと、地域自然体験学習等の実施と

いうことが記載されております。一方で豊
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能町ではアユつかみ体験とか農業体験、例

えばシイタケとかタケノコとか芋掘りなど、

また自然観察という意味ではとんぼ池とい

うようなものもボランティアの方がつくら

れているところもございます。こういった

ところがあるんですけど、例えば体験なん

かを見てると、実際、豊能町いろいろなイ

ベントをやっておられるんですけれども、

不特定多数の人を対象にした応募形式とい

うことで、そういった体験はたくさんある

んですが、どうしても毎回来られる方がち

ょっと重なってしまったりとか、同じ方が

参加されてるということも見受けられます。

そこで広くいろいろな方に体験していただ

く、また子どもたちがずっと思い出に残る、

もっとシステマチックにならないかなとい

うことで、これらの活動を利用して、例え

ば１年生なら１年生の学年に、全ての人に

対して例えばアユつかみ体験を１年生に対

してやってもらうとか、２年生になれば例

えばシイタケをとるとか、何かそういうこ

とを学年ごとにやると。またそのときも、

例えば一人だけですと、例えば低学年でし

たら教師の方が全員見るというのもしんど

い面があるんで、家族の方も一緒に来てい

ただいて一緒に見ていただくみたいな、そ

ういったことで広く全ての児童生徒とか、

広くその家族が体験できるような、豊能町

の自然を生かした教育の充実、こういった

ことを、今あるこの制度を逆にうまく活用

してやってみられれば教育力も上がります

し、いろいろな方が体験に御参加いただけ

るということになると思いますけれども、

これについて検討してみてはいかがでしょ

うか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  今、御提案いただきました自然を生かし

た体験的な教育ということでございますけ

れども、各小中学校あるいは幼稚園、保育

所でもそういう活動は取り入れております。

また、社会教育や関係団体主催で開催して

いただいているものなど数多くの取り組み

が進められておるところでございます。私

もアユつかみ、それからとんぼ池にも行か

せていただいて、本当にすばらしいなとい

うように見させていただいたところでござ

います。このような豊能町の自然のすばら

しさ、あるいは収穫の楽しさ、生き物の誕

生などの神秘的な光景、不思議というもの

を実際に体験するということは、子どもた

ちにとってきっと大きくなっても忘れられ

ないものになるというように思っておりま

す。今後、保幼小中一貫教育の中で、郷土

の自然、御提案いただきました学年ごとの

発達段階に応じまして、また歴史、産業な

ど計画的に学んでまいりたい。これはグラ

ンドデザインの中で示そうとしてます豊能

学、この中でカリキュラムのほうを考えて

いく予定でございます。そして学校、家庭、

地域の連携のもとで進めていこうとしてお

りますコミュニティスクールの中で、郷土

を愛し、大切にしていく、誇りを持つ、そ

ういう子どもたちを育てていきたいという

ふうに思います。御提案ありがとうござい

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  今まさにおっしゃられたように、カリキ

ュラムとしてきちっとやっていただいて、

子どもたちがいろいろな学びをしていただ

いて、豊能町の自然についても学んでいた

だくというようなことをこれからも進めて

いただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 
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  次ですけれども、４問目でございます。 

  豊能町、掲げられているキャリア教育の

中でも、社会の中で自分の役割を果たしな

がら自分らしい生き方を実現していくと、

まさにこれがあります。子どもたちも社会、

家庭から支えられるだけではなくて、やっ

ぱり子どもたちができる範囲で地域貢献、

社会貢献みたいなことも子どもたちにとっ

ていい勉強になるのではないのか。これ例

えば一つの例として、ごみを拾うようなこ

とを生徒さんやられれば、これは一つのい

い勉強になるのかなと。ごみ拾いをすれば

当然、みずからがごみを捨てることなくな

りますし、ごみを拾っている子どもさんの

姿を見れば大人たちも捨てるということも

なくなっていく、そんなこともありますの

で、子どもたちでもできるような、例えば

こういったことを組み込んでいって、自分

たちでも社会に貢献できるんだよと、自分

たちが社会に役に立ってるんだよというこ

とを身をもって示して、感じられるような、

そういった教育も加えていただけたらどう

かと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  ボランティア活動、学校教育活動の中で

どう取り入れるかということでございます

けれども、両中学校を訪問させていただい

て一番私が驚きましたのは、どこの学校よ

りもきれいでした。清掃活動が行き届いて

おる。校長先生に聞きますと、先生方と一

緒に生徒が自分たちの学校をきれいにしよ

うということで、本当に見せていただきま

したけど、一生懸命、ないものがあったら

これ買ってほしいというように子どもたち

が言う。例えばトイレのスリッパ、水がか

からないようにするものですね。これがな

いので買ってほしいというようなことで、

本当にどこよりもきれいな、本当によくや

ってくれてるなというように見させていた

だきました。ただ、やはり課題等、老朽化

ですとか洋式トイレがないですとか、その

あたりのことはできる限り事務局としても

対応してまいりたいというように思うとこ

ろでございます。 

  今、御質問のありましたボランティア活

動でございますけれども、小中学校におき

まして、例えば部活動、委員会活動、生徒

会活動、こういう清掃活動にも一部取り組

んでおります。今後は学校におきまして、

総合的な学習を中心に、例えば花いっぱい

運動ですとか、あるいは初谷川ですとか余

野川の清掃活動、こういうことなど、それ

ぞれの地域に応じたことを小中学校が一体

となって、地域の皆さん方と一緒に取り組

めるような活動ができないかということを

皆で考えてまいりたいというように思いま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ぜひ進めていただけたらと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

  次に、３項目めの、今年度実施決定事業

の有効活用について質問いたします。１問

目につきましては９月開通が延期になった

ということですので、今回は飛ばしまして、

また次回、同様の質問させていただきたい

と思いますのでまたお聞かせいただけたら

と思います。 

  次、２問目の質問にいかせていただきま

す。 

  ２問目の質問で、これは２年ごとに御存

じのように能勢電のアートライン、これが

開催されております。ことしは１０月の２

６日から１１月２４日に実施されます。町
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外の方が豊能町にたくさんいらっしゃいま

す。この機会にぜひ豊能町に住みたいと思

われる方も出てこられるかもしれないし、

また豊能町に納税したいなと、ふるさと納

税したいなという方も出てこられることも

十分考えられると思いますので、ぜひ、せ

っかく町外からたくさん人が来てもらえる

この機会に、町内の不動産情報であるとか

ふるさと納税の情報ですね、こういったも

のがありますよといったものをぜひ提供し

ていただいて、町の居住促進であるとか税

の増収策、こういったことを実施されてみ

てはどうかと思いますけれどもいかがでし

ょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おはようございます。 

  たしかこの能勢電アートライン始まりま

したのは、田中議員が町長にならはった年

がそんなときやというふうに、私、覚えて

おりまして、能勢電の１００周年記念で始

まった事業でございましたので、趣旨等、

田中議員に申し上げる必要はないのかもわ

かりませんけども、このアートラインにつ

きましては豊能町を知っていただくという

機会になるということ、それから、初めて

豊能町を訪れていただくという機会にもな

るというようなことでございまして、これ

を機に町のＰＲ活動をしっかり行いたいと

いうふうに思っておりますし、今後、町の

リピーターになっていただくというように

努めていきたいというふうに思っておりま

すけども、ただ、先ほど申しましたとおり、

不動産の情報とかふるさと納税の情報を提

供するということが目的ではなくて、まず

はこのアートラインを機に豊能町という名

前を知っていただくこと、それから初めて

豊能町に来ていただくということが目的で

ございまして、そこから交流人口の拡大、

関係人口の拡大というふうに発展をしてま

いりまして、さらにそれが、今、議員もお

っしゃったような定住人口の拡大というふ

うにつながっていくのかなというふうに思

っておりまして、それが我々、１市３町と

能勢電の思いであるというようなことでご

ざいます。その上でございますけども、情

報提供の機会があるのかないのか、そうい

うことについては検討していきたいという

ふうに思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ぜひ検討していただけたらなと。町内に

も不動産業者さんもいらっしゃるので、一

緒にやられたらどうなのかなというふうに

思いましたので、また検討のほうよろしく

お願いいたします。 

  次、４項目め、第２期まち・ひと・しご

と創生総合戦略の新たな視点を踏まえた戦

略策定についてということです。 

  第１期のまち・ひと・しごと創生総合戦

略は今年度で終了します。来年度からは第

２期まち・ひと・しごと創生総合戦略が始

まります。この戦略を地方でも策定させる

ために、内閣府では６月に第２期戦略の基

本方針２０１９年が確定されて、ことしの

１２月にはこれをもとに第２期の総合戦略

が内閣府で策定されます。それをもとにし

てから豊能町も含む地方公共団体で今年度

中に地方版の総合戦略をつくるということ

で、非常に短いスケジュールの中でやって

いかなあかんと。これはどこの都市もです

けれども、ございます。豊能町にとっても

たくさんの課題もございますし、ただ財源

も厳しいというのも豊能町でございます。

ですので、国から多くの補助金をもらえる
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チャンスですので、ぜひとも早く準備を始

めて国に接触をしていただくことが必要か

なと。国もいかに地方に役に立つものを予

算を使っていただきたいという思いですの

で、早く決めて早く接触するというのが、

これは一番大事な視点だというふうに思っ

ております。ですので今回、６月に示され

た第２期総合戦略の新たな視点が示されて

おりますので、それに沿ってこれから策定

する戦略の事業の参考になればと、またそ

れを早く準備進めていただいて国との接触

をしていただきたいと思いますので、そう

いった視点で質問をさせていただきます。 

  まず一つ目の視点としては、地方への

人・資金の流れを強化するという視点が示

されております。具体的には企業や個人に

よる地方への寄附・投資を用いた地方への

資金の流れを強化するということでござい

ます。 

  内閣府は先日、令和２年度の税制改正要

望を発表しました。ここでは企業版ふるさ

と納税が２４年度末でしたけれども５年間

延長しますということを要求して、これに

加えて企業が自治体に寄附した場合には約

３割が損金算入される仕組みとあわせて、

企業側の実質負担が実質１割になるという、

こういった調整も公表していくというふう

に公表されております。このように内閣府

は企業版ふるさと納税に力を入れておりま

す。そこで企業版ふるさと納税を活用した

高山右近の生誕地、また妙見口駅前開発の

こういったことの進捗状況、こういったこ

とについてお伺いしたいのと、ぜひ戦略に

加えるべきだと思いますけれども、そのあ

たりについてお伺いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  議員からは企業版ふるさと納税のことに

ついてたびたび御提案を頂戴しております。

企業版ふるさと納税の仕組みについては今

ちょっとおっしゃいましたけれども、その

仕組みをもとに考えますと、簡単にそれが

実現するということは難しいのかなという

ような思いも私ども持っております。まず

は町が寄附をしてくれそうな企業を探す必

要があると。そこから手をつけるというこ

とでございます。この地域再生計画を国に

申請しまして企業版ふるさと納税を活用す

るわけでございますけども、国に地域再生

計画を申請するとき、そのときには既に寄

附してくれる企業が見つかっていることが

望ましいというふうに国のほうは言うてお

りますので、我々が計画を立てる前に先に

寄附をしてくれそうな企業を見つける必要

があるということがまずは一つのハードル

でございます。それから、町内の企業は対

象外ということでございますので、町外の

企業を探す必要があるということになりま

す。これは本社の所在地が町外ということ

でございますけども、そういう企業を探す

必要があると。それから寄附した企業の方

にとってみると、寄附の代償として利益を

受けてはならないというふうになっており

ますので、寄附をする企業にとって得をす

るもの、これには寄附をしてはいけません

よということになっておりますので、企業

としてのメリットは社会貢献というイメー

ジアップ、これが企業としてのメリット、

目的になるということでございます。それ

から企業にとっての経済的なメリットは、

今、議員もおっしゃった自己負担が通常よ

りも少ないということでございます、ただ、

今のところは軽減が２倍になって６割の軽

減ということですので、実質企業は寄附額

の４割は自己負担というような制度となっ

ておりまして、決して安くない負担である
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というようなことも事実でございますので、

それらのこともろもろ考えますと、冒頭申

し上げたとおり簡単に実現するものではな

いのかなという思いは持っております。こ

の企業版ふるさと納税は、まず町にとって

行うべき事業であるのかどうかということ、

それが計画として成り立つかどうかという

ところでございます。議員のおっしゃるよ

うな高山右近の生誕地の整備とか開発とか、

あとは妙見口の駅前の開発、これが仮に町

単費でもやり切るような、町が今、喫緊の

課題であるというふうに位置づけているの

かどうかというところから検討する必要が

あるというふうなことでございまして、ま

ず寄附先を探すのはそれはそうなんですけ

ども、寄附があるからという計画ではなく

て、まず、もし寄附がなくてもやり切る計

画なのか、まず計画ありきであるというよ

うなことでございますので、この第２期ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略、これが地

域再生計画にそのままなるんですけども、

その第２期の総合戦略地域再生計画をつく

るということが先決であるので、そこにつ

いて考えていきたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  ぜひ積極的に検討していただきたいと思

います。 

  次に視点として、新しい時代の流れを力

にするというのがございまして、これは技

術を活用して必要な情報が必要なときに提

供される社会の実現というのをうたってま

す。具体的には、実は本町には次のような

ミスマッチがございまして、例えばとよの

まつりの会場が西地区ですけれども、出展

者の募集受付が本庁であったりとか、木造

住宅の耐震リフォームの相談会などの相談

件数は西地区が多いけれども申し込み・問

い合わせは本庁と、これらのミスマッチの

解消のために、例えばスカイプとかそうい

うテレビ電話的なものですね。そんなもの

を導入して、本庁・支所間の情報伝達機能

の充実、こういったものを検討してはどう

かと思いますけれどもいかがでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  スカイプの御提案でございます。現状で

も本庁・支所間の情報伝達において支障が

あるというふうには感じてはおりません。

支所に来られた方々と本町の職員が電話で

そのカウンターでやりとりをいたしまして、

応答はできておりますので、今でもお客様

と本庁の職員との情報伝達はできていると

いうふうには思っております。 

  御指摘の受付のことですとか、申し込み、

相談などなどの事務でございますけども、

これはまた情報伝達とは別の課題であろう

かなというふうに思っておりまして、別の

方法で工夫することができるのかと思って

おりますが、今のところ本庁と支所という

物理的な距離がございますので、それらに

ついてまた考えていかなければならないと

いうふうに思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  本庁・支所間に支障がないというふうに

おっしゃったんですけれども、実際、住民

の方が支障やというふうに私は聞いてます

んで、それはやはり真摯に考えながら、町

としてはもう少し、もう一歩やっていく必

要があるのではないのかなと私は思います。 

  次に、１問飛ばしまして三つ目、四つ目、

五つ目の視点で人材を育て生かすという三
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つ目の視点、四つ目が民間と協働する、五

つ目が誰もが活躍できる地域社会をつくる

ということでございまして、こういった視

点から、例えば今、川西市が実施している

ように、住民でも管理が可能な範囲で公園

の有償住民管理、こんなこともやっておら

れます。こんなことも第２次戦略に盛り込

んでみてはどうかなと思いますけれども、

いかがでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  川西市の取り組みを確認させていただき

ましたところ、公園や緑地の草刈り、清掃

を地元住民にお願いし、その取り組みに対

して報奨金を支払っておられます。本町で

も川西市同様の取り組みは既に実施してお

りまして、本町の公園・緑地の美化活動に

ついては、一つは町内美化の啓発として、

私たちの町はみずからできれいにしようと

いうのと、二つ目は地域住民相互の交流地

域として、美化活動を通じ人と人との交流、

地域のつながりを深めていくという、この

二つの２点で今現在、取り組みをしている

ところでございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  なかなかその制度、私も正直よく知らな

かったので、周知もなかなか行き届いてな

いかと思いますんで、その辺またちょっと、

私、また勉強させていただきたいと思いま

すのでよろしくお願いします。 

  次に、住民の活動の場をふやすために民

間の譲渡、例えば民間に既に譲渡した施設

とか貸与施設の空き室の活用とか、こうい

った住民の活動をふやすために、例えばそ

ういったものの活用とか公共施設の休館日

の活用、こういったことを積極的に進めて

はどうかなと。民間に譲渡してしまうと、

これまで使っていたけれどもそこの施設が

使えなくなったりするということもありま

すんで、そのときに例えば譲渡したときに

でも貸してもらえるように事前に準備して

おくとか、今でも開いてるんであれば空き

室を活用できるようにするとか、そんなこ

とを進めて、少しでも多くの方の住民活動

を支えるようなことをしてはどうかと思い

ますけどもいかがでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  議員がおっしゃっている、本町が民間に

譲渡した施設とか貸与した施設、例えば豊

悠プラザでございますとか吉川公民館、そ

れから農村婦人の家などがございます。こ

れらの施設につきましては民間の法人とか

団体、自治会などにその施設全体を管理を

していただくという契約で譲渡とか貸与を

しておりまして、当該の施設の空き室の管

理も含めて管理をお任せしているというも

のでございます。したがいまして、町がそ

の空き室等を管理をして活動の場として提

供するというような想定はしていないとい

うことでございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  それは理解しておるんですけれども、例

えば渡したところでもあいているところが

あったりとか、要は空き部屋を募集してい

るということもあるんで、その辺を情報共

有しながら、町からも発信してあげたらい
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いのかなと私は思いますので、そういった

ことを検討していただきたいと思っていま

す。 

  次に地域経営の視点で取り組むというこ

とで、具体的な地域の経済社会構造を俯瞰

して地域をマネジメントするということで、

前回、農家と農業支援者を結ぶ仕組みづく

りということで、農業というのは豊能町で

も一つの大きな産業です。これをこれから

衰退させないように地域をマネジメントす

るという意味で、こういう仕組みづくりは

大事だと思いますし、せっかくお金をもら

えるチャンスなので、その仕組みづくりを

つくるようなことをして戦略に盛り込んで、

お金も確保しながら進めていってはどうか

と思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えいたします。 

  高齢化の担い手の不在によりまして営農

の継続が危惧されているという中で、とよ

の就農支援塾というのを実施しております。

過去２年間で計１３名が修了し、今年度も

１１名の方が受講しており、これまでの受

講生もサポーターとして参加をしていて、

農業を勉強していただいているというよう

な状況です。したがいまして、このとよの

就農支援塾が将来的には農業者と農業に関

心のある方のマッチングにつながるという

ふうに考えておりますので、引き続きこう

した取り組みの継続と支援を行ってまいり

たいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  引き続き実施される場合に、ぜひ、第２

期のお金なんかも活用しながらしていただ

けたらと思いますので、お願いします。 

  次に、町内の農業振興で食育という観点

から、例えば今、箕面市がやっておられる

ような給食食材をできる限り豊能町産で供

給することも戦略に盛り込んでみてはどう

かと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えいたします。 

  学校給食への食材の提供につきましては、

過去より農家の協力を得て、通年としてお

米を初めタマネギとかキャベツ、ジャガイ

モを初めとして、地元で生産された新鮮な

野菜を学校給食に提出しているところでご

ざいます。既にお米については１００％豊

能町産を使用しており、野菜についても

徐々に回数をふやし、生産者や供給体制を

確立し、教育委員会とも連携しながら取り

組んでいきたいというふうに考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  田中龍一議員。 

○２番（田中龍一君） 

  お米等やっているのは当然知っておるん

ですけれども、やはり野菜とかそういった

食材どんどん広げていって、新規に豊能町

で農業を行う方にとっても安心して行える

ような、そういう土壌もつくってほしいと

いう意味合いで質問していますので、その

あたりも踏まえてよろしくお願いいたしま

す。この質問については第２期総合戦略と

いうのがあるので、先ほどから繰り返しに

なりますけれども、できるだけ早く準備を

整えて国と協議をすることによって、これ

はお金も確保しやすくなりますし、特に副
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町長におかれては総務省に行っておられた

ということもございますので、ぜひそのあ

たりパイプになっていただいて、国と豊能

町を結んでいただいて、ぜひ第２期総合戦

略を活用いただけたらと思います。 

  また、企業版ふるさと納税についてもい

ろいろハードルあるとはおっしゃられたん

ですけれども、実は平成２８年度の寄附先

の受け入れ先で一番多かったのは茨城県の

境町、人口２万4,０００人、8,４００世帯、

豊能町とそんなに変わらない世帯です。こ

れが日本一でした。４番目が岩手県の軽米

町、これは人口9,４００人、豊能町より小

さな町ですわ。ですので、ほかの町でもで

きるわけなんです。豊能町にとっては高山

右近にしろ妙見山にしろ、もう既に寄附し

ていただける目当てというのは非常につき

やすいところなので、ぜひともこれはやっ

ぱり早く動いていただいて、やっていただ

くのがいいのかなと思います。これは先ほ

ど申しましたように、内閣府もこれに力を

入れてもらおうということで、実質１割負

担ということでつい先日報道発表もされて

ますんで、これはやはりぜひ活用していた

だきたいと思いますのでよろしくお願いい

たします。 

  あともう１点、苦言ですけれども、ちょ

っと豊能町のホームページのスケジュール

のところで、例えば育児の日の９月１９日、

また９月１４日のふれあいの集い、こうい

う大きなイベントすら入ってなかったんで、

それはもう一度ちょっときちっと示してい

ただいて周知をしていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

  以上で終わります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で田中龍一議員の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は１

１時２５分といたします。 

（午前１１時１２分 休憩） 

（午前１１時２５分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、長澤正秀議員を指名いたします。 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  おはようございます。 

  １番・長澤正秀でございます。こんにち

は。微妙な時間帯になってしまったので、

朝一番は朝一番なのでおはようございます。

済みません。 

  議長の許可をいただき、これより一般質

問を始めさせていただきます。わかりやす

い前向きな回答でよろしくお願いします。 

  まず初めに、１番目に、町の安心・安全

の観点より質問を始めさせていただきます。 

  豊能町は特有な地形をしているもので、

移動が大変で、買い物に行くにしてもとり

あえず車が必要という方が多いと思います。

また、車を所有している方も大変多いよう

です。本町も高齢化が右肩上がりで、最近

のニュースではマスコミの報道でもありま

すが、高齢者の運転する事故による悲しい

事故が報じられますが、本町はどのような

手だてを考えていますか。お聞かせくださ

い。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  高齢者の事故というのが、今、マスコミ

でも取り上げられておるわけでございます

が、まずはやはり何に置きましても御本人

の自覚をしていただくということがまず第

１番ではないかなと思ってございます。そ

れからもしその中に御家族がおられまして、

御家族がその高齢者の方々に注意を促すと
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いうことが一番だと思ってはございます。

豊能町といたしましては、毎年行っておる

ことでございますが、豊能町交通事故をな

くす運動推進本部会議というのを持ってご

ざいまして、その中には警察、自治会、学

校、行政などなど地域の団体がその中に入

りまして、ことしの交通安全を何に重点を

置いていきましょうかとか、そういう会議

を毎年させていただいて、交通事故防止の

徹底を図るために取り組みを進めていると

ころでございますが、今、議員がおっしゃ

いましたように、本町では高齢化率が４

４％を超えてございます。非常に高い本町

になってございます。ということもござい

まして、その推進本部会議の中でも、やは

り高齢者の交通事故、事故を防止するとい

うところに一つは重点項目を置かせていた

だいてございます。高齢者のドライバーに

とどまらず、高齢者全体の方々が事故に遭

わない、事故を防止していただくというこ

とで、まずは自動車安全運転講習会を実施

をさせていただいております。それから高

齢者の方々が集まる会合、それからイベン

トの際に啓発のリーフレットなどを配布を

させていただいているということ、それか

らまた保健福祉センターや永寿荘、これな

どを会場といたしまして、警察とも連携を

して、ミニ安全講習会、これを実施をして

おりまして、高齢者事故の特徴や注意ポイ

ントなどを解説し、啓発に務めてまいって

いるところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  ありがとうございます。 

  安全講習、安全指導いうことを心がけて

おられるいうことで、また話ちょっと変わ

りますけども、階段を上がってる人がいて

はって、その後ろを歩いてることがあって、

交互に足を上げて階段を登っていかれるん

ですね。年配の方が。そして見てると階段

の段差の半分ぐらいで足が上がらなくなっ

てて、その次の瞬間いうのはどうしてもつ

んのめってしまってこけてしまうと。大事

故にならなくてよかったんですけども、そ

ういうふうな形で、自分では足を上げてい

るつもりなんですよね、歩いてる方、階段

を登ってる方いうのは。でもそれがやって

るつもりができてないいうことがあります。

そういうのが車のこのような事故で、アク

セルとブレーキの踏み間違い。自分ではア

クセルからブレーキに足を動かしてると、

そう思い込んでる。足は動いてるもんやと

思ってるけども、どうしても高齢化いうん

か、体力の衰えというんですか、そういう

なんで、自分は動かしてるけども結局は足

がアクセルの上に乗っていて、それを踏ん

でしまって急加速で事故が起こってしまう

ということがあるのではないかと僕は推測

したんですけども、そういうふうな観点か

らいきますと、最近いろいろな安全装置が

ついた新車いうのはたくさん出ています。

ブレーキ踏んで抑制する分とか、壁にぶち

当たらない、前の車の車間距離を見るとか、

いろいろな便利なものがついてると車も高

くなって、買いかえるといえば出費がどう

も痛い。今ある車を乗っておられる方いう

のは、やっぱり乗りなれてるいうのが一番、

一つと、それと高齢化になってるいうこと

で車を新車を買いかえるかといいますと、

そこまではしないけども今乗れてるからも

うちょっと乗りたいという方が多いんでは

ないかと思います。そういう方が安心とい

うか安全に乗れるかなという商品いうか、

そういうものが後づけの、アクセルとかブ

レーキの踏み間違いの防止装置いうのが、

今、発売されてるんですね。そういうふう
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な形のものがあるいうのは認識されてるか。

そういうのを認識されているかいうのをち

ょっとお聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  新車を購入するまでもなく後づけでとい

うようなことでございますが、承知してご

ざいまして、各自動車メーカーも用意をし

ているということで、各自動車メーカーで

は５万円台ぐらいで取りつけられるという

ようなことなのかなと承知しております。

それから別途、大手のカー用品の販売店、

こちらででも独自の開発をなさって、急発

進防止装置、これの取りつけをしていると

いうことで、そちらは３万円台ぐらいで取

りつけができるというようなことは承知し

てございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  私もちょっと調べてみたとこと同じよう

な形ですね。後づけで安価なものからちょ

っと高いもの、それとまた別でワンペダル

というのがあります。ペダルを踏むだけで

す。アクセルはどうするかいうたら、足を

右か左かにずらすと、ずらす角度いうかず

らす量によってアクセルをコントロールす

る。間違ってアクセルを離さないいけない

ということを考えずにブレーキを踏むと、

そのアクセルが外れてブレーキがかかると

いうふうな、そういう仕組みのものが、そ

れはちょっと高くて２０万円ぐらいします。

それは身体障害者の方がそういうなんで補

助を受けられる場合もありますよというふ

うな記載がありましたけど、そういうのを

本町でも考えてるかどうかいうところです

けども、その変わった形の安全なペダルい

うの、これはサンプルを貸していただける

いうことがありますねんね。こういうペダ

ルですよというの。そういうふうなサンプ

ルを借りてとよのまつりとか、そういうと

きに安全喚起というか、こういうものもあ

ります、運転に気をつける補助製品がある

のを考えませんかという機会を持つことを

考えてませんか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  その安全装置といいますか、踏み間違い

のデモンストレーションをとよのまつりで

してはどうかというような御提案をいただ

きました。今後それができるかどうかも含

めて検討させていただきたいと思っており

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  安全いうことで、今後検討いただきたい

いうことでよろしくお願いします。 

  続きまして、町の安心・安全のその次と

して、本町に大小合わせると多くの公園が

あります。ことしの５月の１２日でしたが、

ときわ台４丁目公園、ときわ台から真っす

ぐ上がってきて交番前信号のところの公園

ですけども、そこのところで側溝に落ちて

救急車で運ばれるという事例があったみた

いです。住民の方にお聞きして、それでそ

の状況を私が確認にいって、ちょうど公園

の階段をおりてきて左右に曲がるとこ一歩

踏み出したぐらいのとこに、ちょうど溝の

蓋がないところがありまして、そこに足を

突っ込まれたようで、そのままバランスを

崩して倒れて溝にはまってしまったんでし
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ょうかね。そういうふうになっていました。

それで警察のほうに通報させていただいた

ところ、早急に注意喚起のパイロン、この

三角のやつですね。そういうのを立ててい

ただいて、その後、今ではもう溝の蓋１メ

ートルほど左右に伸ばしていただいて、こ

れから事故がなくなるであろうというので

安心しました。その公園でそういうような

形で、いろいろな形の公園がこの町内いう

のはありますんで、その中には自然の感じ

を出すのに石がぼこぼこしていたりとか、

そういうなんでいろいろな形の、危険とい

えば危険、昔でいえば、皆さんが若いとき

はなかなか自然いっぱいで風情があってい

いなという公園でしたけども、そういうな

んで今の事情によって安全確認、そもそも

公園に関しては安全確認はどのようにされ

てますか。お聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  本町内の公園につきましては４２カ所あ

りまして、面積的には１7.１１ヘクタール

というふうになっています。公園や緑道内

につきましては雨水の側溝などがあります。

側溝の蓋にはふぐあいがあるようなところ

については取りかえを行い、安全対策を今

現在行っているところです。引き続き定期

的に遊具の点検時とか公園緑地の伐採の剪

定に合わせて確認をするなどして、事故防

止に努めてまいりたいというふうに考えて

います。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  ありがとうございます。 

  安全のために確認いうのは何度でも、公

園の遊具、その他選定、数が何回でも安全

確認ができるほうがいいと思います。 

  それとあと近隣の市で去年ぐらいでした

か、犬の散歩で連れてって犬の散歩がかけ

たおしっこで街灯の柱が腐ってて倒れたと

いう事件が多分あったと思います。そうい

うふうな形で、うちの本町内も住宅地のほ

うは犬などペットを飼われている方も多い

かと思います。そういうふうな観点からも、

カーブミラーのつけ根とか、または街灯の

つけ根とか、そういうところも点検されて

るんでしょうか。お聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  カーブミラーとか街灯の根元についての

そういう点検につきましては、道路パトロ

ールの一環として道路の点検を行っていま

すけども、そこまでの柱の根元までは確認

が、今現在できていないのが現状です。地

域の方とか住民の方から連絡いただいて確

認にいって対応しているというのが実態で

ございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  職員さんも大変お仕事がたくさんになっ

てしまうかもしれませんが、公園の近くに

カーブミラーとか街灯があればそれの足元

さびてないかいうのも確認できたらお願い

したいと思います。 

  それとまた、本町内の公共施設というの

は大分老朽化されてます。してますね。そ

ういうなんであちこちやっぱり段差、階段、

そういうのがめくれてるところが多々ある
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と思います。ことしの１月の選挙のときに

は西公民館の階段ちょっと上がるところが

タイルがとれてて危ないかなと思ってまし

たら、修復、修理していただいてて安全に

選挙ができるんだなと思いました。それで

この本庁の横、診療所のちょうど入り口で

すね。そこを見ると何となく危ないように、

タイルが、タイルというか階段のところが

浮いてますけど、本庁と一番近いところで

そういうふぐあいがあったらちょっと格好

も悪いんで、そういうのは認識して、修理、

補修いうのは考えておられるのかお聞かせ

ください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  診療所につきましては、以前の方針では

東地区のこのかいわいで診療所の敷地、中

央公民館も含めて道の駅の構想がございま

したので、それまではがまんだとは思って

おったんですけれども、方針も少し変わり

ましたので、あの診療所については今後も

活用していきたいと考えてございまして、

大規模修繕が必要ではないかと。欠けてお

るのも私も認識しておりますので、玄関口

ですのでちょっと見ばえも含めて、それか

ら高齢者の方々のけ上がりも含めて、やは

り直していかなければならないと認識して

ございますので、大規模修繕になるのかど

うか全体を含めてその項目の中には入れて

いきたいと考えてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  今後も診療所活用するんであれば、早期

に検討いただきたいということで、それと

あと、先ほどの回答にもありましたが、道

の駅をするということでちょっと待ったが

かかっていたいうことで、今回、町長は無

駄なお金は余り使わなくて、リノベーショ

ンで経費を安くしていこうという案を全面

的に出されているようですけども、診療所

のほうはそのままリノベーションできれい

に快適な診療所になるような形を考えてい

るんでしょうか。お答えください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  東地区の診療、医療というところに関し

て、特に今の国保診療所というのは重要で

ございますので、今のまま残しながらさら

に機能強化をする。特に今の５日間開いて

おりませんので、３日間しかございません

ので、それらを含めた充実を考えておりま

すのでよろしくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  ありがとうございます。診療所というの

も役所の隣でよく目立つとこなんで、なる

べくきれいな形になるように希望します。 

  前回、全協でしたか、３月の予算のとき

か、ホームページが新しくなる、町のホー

ムページが。そのときに住民さんから、ふ

ぐあいがあって、そういうのを写メを撮っ

たら送るシステムとかいうのがあったと思

うんですけども、話、聞いたように思いま

すが、そういうのはこの安全・安心につい

て住民さんからの声を聞けるようなことは

できたんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  道路の件でいいんですね。 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 
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  お答えさせていただきます。 

  道路のふぐあいのところについては、や

はり地域住民の方が直接携帯電話かカメラ

で撮っていただいて、建設課のほうに送っ

ていただくと、メールで送っていただくと

いうのが大分ふえてきています。それに基

づいて、今現在対応していますので、でき

るだけ住民の皆さんにもそういう道路のふ

ぐあいなんかの情報提供していただけるよ

うに、またそういう、どういう形が対応で

きるかわかりませんけど、そういった取り

組みを地域の住民の方とも一緒に進めてい

くことが道路管理についても重要やという

ふうには考えています。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  職員さんの仕事もふえてるんで、住民さ

んからの声が上がってすぐに対応できるよ

うなシステムがなるべく早くできることが

いいと思います。 

  続きまして二つ目の項目になりますが、

若い世代をひきつけるひきつけ方いうこと

で、ちょっと私もいろいろ考えてみたんで

すけど、町内から出ていった若者ですね。

町外へ出ていった方も成人式のときはこっ

ちに豊能町に戻ってきて成人式を参加され

るという方が大変多くいる。毎回、成人式

は大勢の子どもさんいうか成人の方が集ま

ってこられるいうことで、これは郷土愛の

あらわれではないかと思います。幼いころ

より町内のイベントで、とよのんですね、

親しんでいると思います。このゆるキャラ、

今はちょうどゆるキャラグランプリを開催

されてて、去年は５０位だったんが今回は

８月の末ぐらいで２３位ですか、それぐら

いまで上がってます。この認識、認知度の

高い本町のゆるキャラ、とよのんをモチー

フにした婚姻届というのを考えてはどうか

と思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  とよのんをモチーフにした婚姻届はどう

かということで、本町では住民票とかの諸

証明の用紙にはとよのんのイラストが刷り

込まれたものを今現在使用してございます。

とよのんをモチーフにした婚姻届の作成と

いうことでございますが、それにつきまし

てはその効果の有無は別といたしまして、

今後、他市町村の様式も参考にさせていた

だきたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  例なんですけども、大阪の南のほうです

ね。泉大津市というところがあります。そ

こも御当地キャラいうのがありまして、そ

れを使った婚姻届いうのを出してます。そ

れに一緒に渡すパンフレットいうのもつく

っておられるみたいで、協賛があって、い

ろいろな結婚式の式場の会社とか貸し衣装

のところとか、そういうのが協賛してカラ

ーのいい広告みたいのが出てます。この中

で一番トップに見出しに書いてあるのが、

これも、ここは泉大津で始める暮らしと、

住めよっていうぐらいの勢いでもう書いて

ますねんね。そやからこれもこういうふう

なフレーズを使わせてもらって、婚姻届け

出すときにはパンフレットのようなものを

渡して、そのときにもう豊能町で暮らすと

いうようなことをすり込むような形でそう

いうパンフレットも考えてみたらどうかな

と思います。一応、婚姻届いうのはお役所
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のものなので、かた苦しいとかそっけない

いうものが多いと思います。その中でも、

ちょっと色を変えたりとか、またキャラク

ターが入っていたりするので、ちょっと若

い女の方とかそういう方には受けるんでは

ないか、そういうふうな形をとっていただ

くと、今まででしたらこの婚姻届いうのは

出してしまったらもう終わりですね。書い

て、はい出しましたと。そうしたらまた記

念にコピーをとる方もおられるか、本町で

はいろいろなやり方があるのかもわからな

いですけども、そういうふうな形ですけど

も、実際、記念になるようなことが余り少

ないと思います。ほんでこういうふうな華

やかな婚姻届、これが複写になっていて、

控えが持って帰れるというようになってい

れば、これはちょっとおもしろいんではな

いか。よその市じゃなしに豊能町で婚姻届

を出そうかと思ってくれるんでないかと思

う。そういうもくろみを考えてるわけです

ね。そういうのんでこういうモチーフにし

たもんと、いろんな企業、豊能町は企業が

ないですけども、近隣の企業、そういう参

加してくれるところで集めて、ちょっとパ

ンフレットカラー刷り、そういう目立つよ

うなもの、若い人が目を引くもの、また今

でいうインスタ映えですか、そういうふう

なんで、これかわいいやろって人に見せた

くなるようなものを考えて、これを進めて

いっていただきたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁は要るんですか。 

○１番（長澤正秀君） 

  ほんでこういうふうな記念になるような

もんは、本町は何かされてますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  婚姻届を複写にして記念になるようなも

のはというようなものは用意はしてござい

ません。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  こういうふうな、いろいろなアイデアい

うのを出して、役所、かた苦しいイメージ

をなくしてもらって、若い人が気軽に立ち

寄れる役所であったり、気軽に簡単に実際

しやすい用紙であったり、そういうのもま

た考えていただきたいと思います。そして

またこういう書類を出している間、若いカ

ップル待ち時間があったりすると、そうい

うときにちょっと本町の待ち時間、廊下で

もいいですから、そういうときにとよのん

のボードで等身大のパネルみたいなのがあ

って、結婚おめでとうって書いてあるよう

なパネルを持ってて、左右に新郎新婦です

か、そういう方が立って、職員さんが１枚

だけ写真をとって、それを記念に一緒にあ

げるという、そういうのは今後考えていた

だきたいと思いますけど、そういう点はど

うでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  今、議員のほうからいろいろ御提案をい

ただきました。婚姻届一つでいろいろな地

域の活性化、それから地域の定住化ができ

ないかというような御提案だと思います。

それについては総合的な判断が必要になっ

てまいると思いますので、今の御提案も含

めて、できるかどうかも含めて検討させて

いただきたいと思いますよろしくお願いし
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ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  若い人の獲得いうことで、若い人が目に

ついて豊能町を気にしていただけるような

形をどんどん進めていってほしいと思いま

す。 

  続きまして、次の質問です。 

  以前に一般質問で、豊能町交番跡地の利

用いうことで、買い物や散歩の方が休憩で

きるようなベンチを置くという案があった

と思います。それからもう年月がたって地

盤も固まってるんではないかと思いますが、

それでも今も何も利用されていないので、

あの吉川交番跡地を女性の活躍の場のマル

シェやイベント、そういうのを気軽に若者

が行える、使えるような情報発信の場所に

する考えはないかお聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  現在、豊能町と武庫川女子大学、民間の

コンサル会社の３者で公共用地の都市公園

とか道路の魅力的な住民参加型の利活用に

関する共同研究を、今現在進めているとこ

ろです。その共同研究の中で空き地を含め

た公園などの公共用地の利活用については、

マルシェとかお茶会、とよののドリームや

のせでんアートなどの活用も視野に入れて、

今現在、各種の可能性について協議をして

いるところでございます。旧の吉川交番跡

地については、現在、活用方法はまだ決ま

っていませんけども、要望があり、一時的

な利用であれば検討していきたいというふ

うに考えております。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  前向きな回答でありがたいと思いますが、

公園など、また前回僕が質問したときに誰

に貸すんやというところが問題になったと

思います。今回は誰でも気軽に借りれると

いうような、そういう借り方はできるんで

しょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  公園の利用については目的外使用という

ことで申請を出していただければ利用がで

きると。誰でもかということになりますけ

ども、一応申請をしていただくことによっ

て利用の可能性が出てくるというふうにな

りますので、そういう手続を踏んでいただ

ければ一時的な利用が可能になるというこ

とでございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  もう一度、済みません、確認なんですけ

ども、交番跡地いうのはもう公園という認

識なんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。旧の交番跡

地につきましては、以前、消防署を建てか

えるときに公園の一部を切り取って消防署

を建てたということで、その公園を切った

面積分を交番跡地に振りかえるというよう

なことで、当時建設したときにはそういう
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考え方であったんですけども、改めて大阪

府のほうに去年かおととしの段階で確認し

ますと、都市公園については豊能町のほう

に移管はされておりますので、豊能町の配

慮で、裁量で、そのまま公園の跡地につい

ては目的外、用途を変えてもいいし、また

は可能であれば売却の可能性もあるという

ようなことで大阪府から聞いていますので、

これから交番跡地についてはどういうあり

方がいいか、町にとってはどういう方向が

いいかというのは内部で検討していきたい

というふうに考えています。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  目的外ということで、前回、僕が質問さ

せていただいたときは公園、テニスコート

とか、ああいうところは商売いうか販売が

できないいうことが条件に一つにあったと

思います。営利目的であってはいけないと

いうので、もし金銭がかかるようなことで

あれば営利じゃなくて必要経費であるとか、

自治会単位でやっていて自治会のほうに入

るような収益であれば構わない。何とか使

用ができるという答えをもらったんですけ

ども、そのときは代表者なり難しい手続が

必要になるけども、手続さえ踏めば借りれ

るということでした。今回は目的外という

ことで、いろいろな利用方法ができるかと

今のところ推測されます。まず手始めに、

無償、有償、無償ですね。試験的な、マル

シェであったり個人事業主さんのちっさい

ところですわね。そういうのでも参加して

もらって、誰かがここで何かしたいという

声をたくさん聞くようなこと、そういうこ

とをまた進めていっていただきたいと思い

ます。 

  次の質問に移らせていただきます。 

  若い世代の交流人口をふやす方法は何か

ないかと、またちょっと頭をひねってみま

した。奈良の明日香村ですね。奈良の明日

香村いうと、自然いっぱいで豊能町とちょ

っと似たところがあって、自然と名所、旧

跡ですね。そういうのがあります。そうい

うところで、今、小さな電気自動車ですね。

そういうのを使って観光をしていたりとか、

そういうふうな形でいろいろ走ります。実

際、車で大体軽四よりまだまだちっさいで

すね。縦に２人乗るような形になります。

こういうふうな乗り物なんですけど、横幅

も狭くて、狭い道でも割と簡単いうか、楽

に運転しやすいとか、そういうことがある

ようです。そういうなんでいろいろな仕様

になってますけども、明日香村、ここは何

カ所か観光する場所があるもので、この日

産の車なんですけども電気自動車、これと

ソフトバンクが組み合わせてあって、ソフ

トバンクは何をしてるかいうとタブレット

ですね、このぐらいの。タブレットに観光

地、それが入っていると。ほなそれを一緒

に載せてると、運転するときにナビをして

くれる。そのまま、タブレットなんで現地

近くについて車をとめた後、歩いても地図、

ナビを使える。そういうふうな便利なもん

を観光の一つ目玉と考えてやっているいう

ことですけども、うちの豊能町でも、それ

こそ妙見口、能勢電利用されて来られた方

が妙見口でおりて、目の前の観光協会の大

きな地図を見ますねんね。そうすると、も

ともとハイキング目的で来られる方が多い

んで、どこまででも歩きはるよという方が

多いと思います。でも、その地図の内容を

見てみると、１日ではちょっと回り切れな

い。やっぱり東西の移動というものを考え

るときはちょっと無理がある。最近の若い

方はちょっと欲張りで、ここも見たい、あ

そこも見たいっていう方も多いと思います。
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そういうふうな方がどうしても移動するの

に不便を感じるかいうことで、移動距離を

ちょっと長くとれたらこういうものは大変

便利ではないかと思います。日産のチョイ

モビなど、パーソナルモビリティという、

こういう電気自動車を試験的に使って観光

に役立てる考えはないかお聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  パーソナルモビリティが公道を走る場合

については、道路運送車両法の適用を受け

るため通常は走行ができません。道路運送

車両の保安基準の第５５条第１項に基づき、

基準緩和認定制度というのを活用した場合

は、一般の、条件はありますけども、公道

の走行は可能という制度があります。これ

は公道を走ることができるようになり、新

たな交通機関としての注目をされてきてい

るというのは認識をしております。しかし

ながら、この制度は各自治体の区域内でし

か有効ではないということで、本町により

ますと吉川から例えば高山まで行くとなる

と違う市町村を通るということにもなって

きますので、運用が難しいのではないかと

いうふうには考えています。以上のことか

ら、今後さらなる法の改正と国の動向を注

視しながら、現時点についてはこの導入に

ついては考えていないというようなことで

ございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  私、ちょっと資料として持ってきたもの

はナンバープレートがとれてる分で、公道

が十分走れていました。それとあとまた、

日産のⅰですか。その小さい電気自動車で

すね。それも同じような形態で貸し出しが

できるような形になっていました。それと

また、今の小型モビリティというのはそう

いう難しい問題があるかもしれませんが、

日産ですけども、ｅシェアモビというので

あれば、一応普通車が基本になります。一

般の大きな車から今のちょっと小型に見え

るような車まで、何種類かの形の形態のも

のがあります。そういうのも、本町いうの

はガソリンスタンドがないいうのがネック

ですけども、電気自動車にしたら関係ない

んで、それを、それこそ逆転の発想で、ガ

ソリンスタンドのないとこやから逆に電気

自動車やと、それぐらい言い切るぐらいの

観光戦略ではないけども、そういうふうな

形でいろいろな方向に電気自動車、これか

らの時代の流れに沿っていけばいいのでは

ないかと思いますけども、豊能町自体は電

気自動車の考えはどういうふうな考えをさ

れているかお聞かせ願えますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  豊能町の交通手段としては確かにガソリ

ンスタンドがないという状況からいきます

と、電気自動車が豊能町には非常に有効で

はないかというようには思います。いろい

ろな車種が出ているというふうに聞いてい

ますので、これがどういうふうな形で観光

につなげていけるか、まだ例えば公用車と

かもありますので、そういうところでその

電気自動車をまず試行的にも入れてみると

か、どういった形にするのがいいのかいう

のはまた町内でも議論していきたいという

ように考えています。 

  以上です。 
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○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  これからの未来に役立つもの、その電気

自動車いうのを、これからの豊能町で何と

か。よその市で、すごい高い電気自動車を

買って問題になったところもありましたけ

ども、そういうのじゃなしに一般的なもの

で検討していただいたらいいと思いますの

で、また検討のほうよろしくお願いします。 

  続きまして本題ですけども、ダイオキシ

ンの処理の進捗状況についてお聞きしたい

なと思っています。長い年月解決できない

ダイオキシンに、去年まで、保管や施設組

合に幾らかかったのかお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  ダイオキシン対策にこれまでかかった費

用については、平成９年度から平成３０ま

でで合計６６億1,５５９万8,７８０円とな

っています。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  ６６億円。本町の年間の予算ぐらいです

ね。これは施設組合と管理、保管、そうい

うものも一切入ったもんやと思いますけど、

それで間違いないですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えいたします。 

  先ほどお答えした金額は、ダイオキシン

対策に要した費用、例えば施設組合の職員

さんの人件費とかいうのは含まれていませ

ん。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  そうすれば、施設組合の年間は幾らかか

っているんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  年間でいいんですか。平成９年から３０

年という、その合計年間ですか。 

（発言する者あり） 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  平成２９年度の決算の額でいきますと、4,

８９６万2,１４５円の費用がかかっていま

す。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  これ平成９年から聞いてるとすごい額に

なるところですよね。この膨大な費用が施

設組合がある限りかかっていくんではない

かと思います。それこそ来年片づくんやっ

たら、もう今回だけでいいかもしれません。

その先が見えてないんですけども、それこ

そ施設組合、これをもうちょっと細分化す

るいうか、そういうことはできないんでし

ょうか。そういうことをして施設組合にか

かる費用、経費ですね。そういうのを抑え

ることはできないんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 
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○町長（塩川恒敏君） 

  今ちょっと資料をお持ちできてませんけ

れども、まず施設組合というのは能勢町と

の役割分担がある。それを今現在、解散を

するとなると、今現在の処理していかない

といけないこと、それからもう一つはダイ

オキシン対策協議会でありますとか、そこ

でお約束をしている調査活動も含めて今後

どうするのかというのを検討しないといけ

ませんので、今のところは処理が終わるま

では私はこのまま続けていくという形でご

ざいます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  今すごい4,０００万円の経費かかってる

のを細分化とかいうのはできないかという

ふうにちょっと聞いてみたんですよ。一番

いいのは施設組合がなくなれば4,０００万

円かからないんじゃないかと単純に考える

かもしれませんけど、それこそ豊能町、能

勢町合同でやってるこというのはよくわか

ってますので、それを細分化なり経費を抑

える方向いうのは、そういうのは今まで話、

出てたんでしょうか。そういう考えがあっ

たんでしょうか。出てたんでしょうか。そ

こら辺。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  これまではやはり議会の質問であります

とかそういうところも含めて出てたと思い

ます。今は残すという。一つは方法論とし

ては分担をする。今現在の分担をパーセン

テージで分けるということができて、その

ハードルが越えられた場合には施設組合を

解散するということは可能かもわかりませ

んけれども、では豊能町のほうに今後やる

場合には、こちらのほうの議会で予算等の

承認が要る。そうすると能勢町の方々の議

決権がなくなってきますので、それらも含

めて能勢町と協議をしないといけないと思

いますので、今後その検討につきましては

能勢町と含めて検討してまいります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  検討はしていただけるということでよろ

しいですか。解散いうことができないとい

うんであれば、何が一番、解散するのにき

っかけになるものは何やということを考え

ると、おわかりですかね。そやから施設組

合を解散させるのは難しいと。でも一番簡

単に解散させる方法は何か御存じでしょう

か。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  解散させる方法を御存じですかというこ

とですけれども、手法はあるとは思います

けども、長澤正秀さんのおっしゃってるこ

とがよく見えませんので。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  施設組合が必要なのはダイオキシンがあ

るからじゃないでしょうか。これが早期に

片づいたら解散していただけるんじゃない

かと思いますけど、それはダイオキシンの

問題が済んでも施設組合は残るんですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  今わかりました。早期に解決をすると。

処理が終わる、終わった段階では施設組合
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の解散は可能だと思います。ただ、今後の

継続調査でありますとか、そういうものに

ついては今後協議もしていかないといけま

せんので、ダイオキシンが最終処分ができ

たときには基本的には解散をする。あと、

今後のやり方を検討するという形になりま

す。ありがとうございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  早急にダイオキシンの問題、本町で処理

をすることができるのが先決なのが、皆さ

ん役所の方も議員も住民さんも皆、わかっ

てるけども、みんなの悩みなんですね。今

回、塩川町長になって懇親懇談会、懇親会

いう形で回られた思いますけども、町長は

タウンミーティングなど各自治会と処理方

法、場所などの説明を、そういう話し合い

をどのようにしていくのかお聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  今後の進め方ということでよろしいんで

すか。今現在、町政懇談会をさせていただ

きましたけども、地域の話題を先行すると

いうことで１３やりました。その中でダイ

オキシンの積極的な御意見または御提言が

あったところは４自治会でございました。

ですからまだ今の自治会の方々とダイオキ

シンの処理についてお話し合いをするとい

うことではなくて、地域の話題でございま

した。今後、処理の場所、そういうものが

決まった場合には、もちろんそれぞれの担

当の、担当といいますかその地域の地区の

方々とはもちろん接触、丁寧な説明も申し

上げますし、一方では町民全体への説明も

しないといけませんので、しっかりと丁寧

に御説明をいたしますけれども、今はその

場所の段階ではございませんので、今は大

阪府と含め協議をしてる最中でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  長澤正秀議員。 

○１番（長澤正秀君） 

  協議いうことで、町長自体の基本的な方

針、進め方、そういうのを聞きたいんです

けども、時間ないんですけども、やるいう

ことで進めていっていただきたい。何をす

るか、時間をいつまでというのを言ってく

ださい。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  今、その根回し、それからやっておりま

すので、いつかというのは今の段階ではお

答えできません。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で長澤正秀議員の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は１

３時といたします。 

（午後０時１５分 休憩） 

（午後１時００分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、高尾靖子議員を指名いたします。 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  皆さま、こんにちは。日本共産党の高尾

靖子でございます。 

  議長の御指名を受けましたので一般質問

させていただきます。 

  これまでも小中一貫教育問題が上げられ

てきておりますけれども、私もその都度、

議会の都度、一般質問で問うてまいりまし

た。今回についても新しい教育長、また副

町長も来られたいうことでの、スタッフが
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そろったいう時点での発足ということでご

ざいましたので、今回改めて聞きたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

  一つ目は教育問題についていうことでご

ざいまして、小中学校統廃合問題で町長は

東西に１小１中の考えを示されました。子

どもたちの教育環境をどう守っていくのか、

ソフト面、ハード面についてどのような方

向で審議されたのか。まずハード面につい

てお聞きしたいと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  失礼いたします。 

  ただいまの学校再編によります子どもた

ちの教育環境をどう守っていくかというお

尋ねでございますけれども、まず、これま

で教育委員会として検討してきたその経過

について御説明させていただきます。 

  少子化による小中学校の再編につきまし

ては、全国の半数を超える市町村で課題と

なっており、本町でも教育委員会で時間を

かけ検討を重ねてきたところでございます。

その検討の途中には東地区、西地区に小中

学校を残すことにする案もありましたけれ

ども、子どもたちの数が予想より早く減る

ことが想定され、最終的には西地区に１小

１中を小中一貫校として再編することに教

育委員会として結論づけました。再編の説

明会を受け、東地区の皆さんから東地区に

小中学校を残してほしい旨の嘆願書が提出

されました。そして３月には塩川町長が就

任され、東西それぞれに小中一貫校を置く

ための計画を策定すると所信表明で述べら

れました。このようなことを受けまして、

６月の教育委員会議から再度学校の再編に

つきまして論議することといたしました。

これまでの１小１中とした経過を時系列で

振り返り、次に塩川町長の所信表明の内容

について意見交換することから始めました。

子どもたちにとりましてどのような小中一

貫教育を進めていくか、そしてそのために

はどのような交流スペース等が必要か、と

きには町長、副町長とも意見交換をしてお

ります。そのような意見交換を重ね、現在

は東地区の小中学校を残したときの課題等、

これをどう受けとめどのように対応するか

ということを議論をいたしております。ま

たあわせまして義務教育学校や小規模特認

校制度、学校選択制度等についても制度の

内容や導入の是非について意見交換をいた

しております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  今、ハード面について御答弁いただきま

したが。 

（発言する者あり） 

○１０番（高尾靖子君） 

  ハード面についてはこれからということ

でしたので、これは一応省いておきます。 

  それで次にいきます。 

  各学校園所で地域・保護者代表によるコ

ミュニティスクール、学校運営協議会設置

の進捗状況についてお伺いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  コミュニティスクールの設置についての

状況について御答弁申し上げます。 

  設置につきましての準備といたしまして、

この１１月にこれまで各地のコミュニティ

スクールの立ち上げや運営にかかわってこ

られました文部科学省のコミュニティスク

ールマイスターを講師としてお招きし、研
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修会を予定しております。また、次年度、

文部科学省で研究委嘱を募集しております

ので、小学校モデル地区を設定すべく、今、

研究・調整をいたしておるところでござい

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  教育大綱の変更について次にお伺いした

いんですけれども、これから町長部局と相

談して進めていきたいという答弁がありま

したのでこれは置いておきます。 

  協議会を設置した後ですね。大規模校か

小規模校か二者択一を住民に提案されてい

くのか。地方創生を担う人は学校と家庭、

地域が話し合って育てていくことが豊能町

のまちづくりになると思うんですけれども、

その点についてどのように進められるのか

お伺いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  御答弁申し上げます。 

  再編の、どう豊能町の中で進めていくか、

現在、小学校は４校、中学校は２校、これ

までの検討ではこれを西地区に１小１中、

そして小中一貫校とするということを教育

大綱の中に最終示されたものがございます

けれども、教育大綱の内容等につきまして

も、今後、町長と議論をさせていただく、

そういう場を持つ必要が、今あるというよ

うに思います。ただ、今の時点で教育委員

会の中で、教育委員会議におきましてこの

教育大綱のことにまでまだ議論しておりま

せん。ですから今後の会議の中でこの大綱

のあり方につきましても議論させていただ

きたいというように思っておる段階でござ

います。 

  それから、目指す方向としては、今、先

ほどの御答弁でも申し上げましたように、

町長のほうから東・西地区それぞれに小中

一貫校を設けるということをおっしゃって

おりますし、７月の町の広報「とよの」の

中でも同じような形で町長のほうから述べ

られておりますので、今はそのことをもと

に議論を進めてるということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  町長にお伺いいたします。町長は、今、

教育長がおっしゃったような方向性でいか

れるということでよろしいんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  所信表明から、それから７月号のところ

の考え方、これは変えておりません。今後、

教育委員会さんとそれからいわゆる同じレ

ベルに立って検討していくという形で意見

交換会も開催をいただいてますし、それか

ら施設の見学会も、私もそれから副町長も

含めて同じレベルで検討ができるようにと

いうことで、まだ御説明がありませんけれ

ども、もう一個、それから今後も施設見学

し、同じレベルで協議ができるようなとこ

ろに持っていきたいというように思ってお

ります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  子どもたちの発達を保証するコミュニテ

ィスクールデザインというものがあるんで

すけれども、小学校は子どもたちが徒歩で

行動できる範囲が、時代が変わっても変わ

らない。東地区は地域でのまちづくりや子
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育て環境整備を守るという立場で運動をさ

れてきて、現状維持ということ、１小１中

いうことを決められたんですね。そういう

ことはすごく大事なことでありまして、西

地域においても同じことが言えるのではな

いかと思っております。そういうことで今

後、その協議会で十分話し合って、それに

よって話がどう展開するのか、皆さんの出

てきた意見を反映していくいう形をとられ

るのかどうかですね。その点お伺いしたい

と思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  今、教育長それから教育委員会さんとも

協議をさせていただいているのは、やはり

真摯な検討ということをしていかないとい

けませんし、それが町民の方々、いわゆる

保護者だけでなくて町民全体の方々に説明

もし、していかないといけないと思います。 

  それからもう一つは、やっぱり学校とい

うもの自身は学校と保護者の方、そして家

庭ですけれども、そこと、それから地域と

いうことですので、やはり地域の方々も学

校協議会の中にも参画をいただき、私のほ

うはどちらかというと地域の方々の情報が

よく入ってきますので、その内容を教育委

員会、教育長にお伝えをしながら、同じレ

ベルに立って協議ができるように進めてま

いりたいと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  私のほうから少しお話しさせていただき

たいと思いますけども、今、塩川町長のほ

うから御答弁ございましたですけども、例

えば所信表明の中身等につきまして、これ

は先ほど申しましたように、教育委員会議

で町長が述べられた内容につきましてみん

なで確認をし、そしてこの会議が終わりま

してからやはり疑問に思われた点、ここは

どうされるとかいうような点につきまして

は、あと終わりました事後協議の中で町長

入っていただいて、それでもうじかにとい

うんですか、直接教育委員の質問には疑問

点にはお答えいただいてるということでご

ざいます。 

  それから学校視察の話が出てまいりまし

たですけども、ございましたですけども、

これにつきましても一応教育委員、それか

らこれは教育委員の研修視察という形で捉

えておりますけれども、事前に対象校を視

察して、そのことが豊能町の新しい学校あ

るいは再編する学校に役に立つという内容

の学校を選定しまして、そして事前にどこ

を見てくるか、どういうことを学んでくる

かということを意見交換しております。そ

してその質問事項等につきましては相手の

視察先にもお伝えし、お答えいただけるよ

うにお願いをしておるところでございます。 

  なお、視察に当たりましてはオブザーバ

ーとして、日程が合いましたら町長、副町

長、それから校長会の代表、教頭会の代表、

そしてＰＴＡの代表等につきましてもお声

かけさせていただいて、一緒にみんなで見

させていただく、勉強させていただくとい

う形をとろうといたしております。視察に

行きましたら、感想等につきましても事務

局で一応まとめまして、豊能の風の中に掲

載させていただき、皆さん方、町民の皆さ

ん、保護者の皆さん方にもお伝えをしてい

きたいというように考えております。なお、

１回目につきましては８月２６日、教育委

員会議終了後に箕面市の彩都の丘学園を視

察いたしました。２校目といたしましては、

今、調整中でございますけれども、１０月
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初旬に京都の大原学院を視察予定しており

ます。ここのところは学校再編の対象校と

なりましたですけれども、これは地域の方、

それから保護者の方がいろいろな形で運動

なさって、併設型の一貫校として残ったと

いうような学校でございます。小規模校で

ございます。児童生徒７０名の学校ですけ

れども、いろいろな取り組みなさっており

ますので、いろいろなことで参考にさせて

いただくものと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  丁寧にお答えいただきましてありがとう

ございます。 

  そうはいうものの、やはり再編いうこと

では、学校の統廃合へ向けてこういう話を

進めておられるというふうに捉えたいと思

うんですけれども、その後、そういう問題

を今後出てくるんじゃないかなと思ってお

聞きするんですけれども、１クラス３０人

だと、理解ができない児童がいても、児童

のために授業を進めるしかないということ

が多くの先生から言われてます。その結果、

宮崎県五ヶ瀬町は学力テストが県内ワース

ト２位だったということが言われておりま

す。小規模を選択した学校は成績が全国ト

ップになった、こういう実績がありました。

小さくても輝く学校がつくれるわけですね。

切磋琢磨、クラスがえができる学級などこ

れまで統廃合について述べられてきました

けれども、教育は競争ではなく児童を中心

に考えるべきと思っておりますが、この点

について何かお考えがありましたら述べて

ください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  私のほうから答弁させていただきます。 

  再編によりまして子どもたちの環境が低

下するということが絶対あってはならない

ことだというように思っております。あく

までも子どもたちの環境、少人数でもそれ

から人数がふえて大規模になっても、どの

ような教育環境を整えて、それで教育に当

たるかというのは行政の責任だというよう

に考えております。ですから本町の学校再

編につきましても、子どもたちの教育環境

ということを第一に検討し、それに見合う

ようなハードの部分、これを考えていく必

要があるというふうに考えておるところで

ございますので、御理解いただきたいとい

うように思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  次に進みますが、タウンミーティングを、

今、１０カ所ほどされたというふうにおっ

しゃってたと思うんですね。町長、全部頑

張っておられると思うんですけれども、学

校統廃合の問題、まちづくりなど、町民の

意見は反映されるのかということでござい

ますけれども、豊能の風、広報とよの９月

号に保幼一貫教育ですね。保幼小中一貫教

育だよりを掲載されて、詳しくあります。

子どもが減るから小学校を統廃合する学校

統廃合により、少子化、統廃合、施設の減

少、衰退していく、子どもの減少という悪

循環に陥っているところが見られます。こ

うならない方向性を検討する必要があるん

じゃないかと思うんですね。単なる統廃合

で終われば、学校、地域が本当に疲弊する

いうのは東地域でも随分言われてまして、

このことで考え見直されたというふうに思

っておりますが、その点についてまちおこ

し、人口を考える政策を求められているの

ではないかと思います。財政的理由で進め
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られる統廃合、民営化が中心になってはな

らないというふうに私、思いますが、その

点はどうお考えでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  先ほども御答弁させていただきましたよ

うに、学校再編をすることによりまして地

域が衰退、あるいは子どもの減少につなが

るというようなことがないように、やっぱ

り行政のほうで考えていかなくてはならな

いというように思います。その一つとして

は、これまでから述べておりますように、

コミュニティスクールを核とした学校と家

庭、地域の連携を深めていくこと、また子

どもたちが行きたい学校、保護者の方々が

行かせたい学校というように思われる、そ

のような保幼小中、小中学校、そういうよ

うな保幼小中一貫教育を進める中で、町の

魅力づけとしてまいりたいというふうに考

えております。 

  また、町長のほうにお願いはしなくては

ならないし、またお考えいただいておりま

すけれども、子育て世帯の転入に向けての

支援策、こういうものも合わせて考えてい

っていただく必要があるんではないか、教

育委員会だけじゃなしに豊能町としていろ

いろなことを考えていかなくてはならない

というように思っております。そしてまた、

このすばらしい豊能町の町の魅力というも

のを、ホームページですとか広報誌ですと

か、いろいろな手だてを使って情報発信を

していく、豊能町のよさをたくさんの人に

知っていただく、また来ていただいた人に

もそう思っていただけるような施策を、学

校だけではなしに地域、家庭と一体となっ

て、町一つになって進めていく必要がある

のではないかなと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  先ほどから同じような答弁をいただいて

おりますけれども、私も機会がありますか

ら何回も同じことをお尋ねすることになる

んですけれども、コミュニティスクール、

学校運営協議会、そして義務教育学校、

次々に実験的に上からおりてくる施策は、

教員をますます多忙に追い込むいうことも

言われております。小中学校別の教員免許

制度の壁なども実現が大変困難な状況も聞

かれます。自治会長やＰＴＡ役員など、推

進協議会委員とか地域運営協議会の委員に

選ばれても、これは全国的な話でございま

すけれども、内容がわからず行政の意を受

けた校長の指導によって知らず知らずのう

ちに賛同することにはなりかねないんじゃ

ないかと、そういうことが言われておりま

す。新潟県の三条市の教育が、これ取り上

げますけれども、どんどん子どもや地域を

置き去りにして教職員を多忙に追い込み、

気づいたときには取り返しのつかない事態

になりはしないかという危惧の声が多くあ

ったと聞いておりますけれども、こういう

問題にならないように丁寧に説明、そして

納得いくまで説明会も持たれるということ

を求めたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  いろいろな御提案、御意見をいただきま

したですけれども、教育委員会から行政の

ほうからトップダウンでやっておる内容で

はございません。どのような学校をつくっ

ていくかということでございますので、先

生と一緒になって、子どもたちにとってど

うかということに視点を置きながら、これ
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までも進めてきておりますし、これからも

そうでなかったらだめだというように思い

ます。もう決まったことを地域の方あるい

は保護者の方にもお伝えするんではなしに、

途中経過を含めましてお伝えしていく、そ

れもできるだけ説明会だけで、こうなりま

した、こんなことをやっていきますという

んじゃなしに、そこのところはホームペー

ジですとか町の広報ですとか、いろいろな

形でお伝えしていけたらというように考え

ておるところでございます。 

  コミュニティースクールにつきましては、

これは文部科学省のほうから、これまでか

ら地域の方が学校を応援してくださってい

た、そういう形で全ての、全国全ての小学

校に、令和４年度までに設置をしていこう

と国も進めているものでございます。 

  それから義務教育学校につきましては、

小中一貫教育を進めるに当たって学校がよ

りいろいろなことを考えやすくなる。例え

ばいろいろなカリキュラム、教育課程、こ

ういうものを学校の中で小中一貫教育一体

型にしますと１年生から９年生までですの

で、その内容等について柔軟な形で教育課

程を編成することができるというようなこ

とでございますので、本町におきましても

義務教育学校を目指すべきではないかと思

っております。ただ、このことについては

もう少し時間をかけて論議をしていく必要

があるというように思っておりますけれど

も、全国にある小中一貫教育を進めている

学校はほとんどが義務教育学校に、今、移

行しているという、そういう段階でござい

ます。ただ、小中一貫教育校ですと議会の

皆さん方の、規則ということですから、規

則は同意が要らないかな、要らないですね、

済みません。教育委員会規則の中で定めた

らいいことでございますけども、義務教育

学校いうのは議員の皆様方に条例として提

案をして、それで論議し、そして認めてい

ただく必要があるというような内容のもの

でございますので、またその際には丁寧に

御説明させていただきたいというように思

います。 

  教職員の働き方につきましては、国から

出されましたですけども、学校現場におき

ましてもいろいろな、例えば夏休み中なん

かは１３、１４、１５はもう学校は閉じる

と、留守番電話対応にするとか、ノークラ

ブデーをつくるとか、今いろいろなことを

検討しておることを申し添えたいというよ

うに思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  まだ経験もしたことのないことを進める

いうことですので、十分いろいろなところ

を視察して、メリット・デメリット、しっ

かりとその辺を精査されて、デメリットが

多い場合は取りやめるというような勇気も

必要だと思いますけれども、その点につい

ては、今、御答弁を求めるのは無理かと思

いますので、次にいきます。 

  次には、来年度から行われるプログラミ

ング教育のメリット・デメリットについて

聞いておりますが、その点お伺いいたしま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  プログラミング教育のことについてのお

尋ねでございますけれども、これは今回、

改定されます学習指導要領の中の新しく取

り組むことのうちの一つでございます。こ

のプログラミング教育につきましては、Ａ

Ｉ、人工知能や情報化の急速な進化に小学

校段階から情報やコンピューターについて
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学習し、中学、高校でさらに充実をしてい

く、そういう形で取り組むものでございま

す。メリットに関しましては、コンピュー

ターを受け身ではなく積極的に活用する力、

プログラミング思考、論理的な思考を育む

こととされております。課題につきまして

は、やはり新しい学習指導要領の中で英語

教育、これが小学校でも正式な教科と位置

づけられますし、週３時間実習をされるな

ど学習内容がふえる中、それぞれの教科の

中でこのプログラミング教育学習をどう取

り組んでいくか、その時間をどう確保して

いくか、その辺の調整を今後進めていく必

要があるというふうに考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  子どもたちが前向きに取り組むいう方向

でおっしゃったんですけれども、私がプロ

グラミング教育についてちょっといろいろ

調べてみましたら、いろいろ問題点もある

なと思っております。来年度からプログラ

ミング教育ですけれども、安倍首相は２０

１６年４月、産業競争力会議で閣議決定し

たんですね、この教育を。財界の求める育

成目標値は、グローバル人材で年間高卒者

の１割程度、ビッグデータを利活用できる

人材。日本の教育は財界が求めるわずかの

超エリート人材育成のために英語教育を明

確化し、プログラミング教育を早期化し、

導入しようとするいうことなんです。それ

を受け、中教審や文科省が矢継ぎ早に作業

を進め、条件整備を行わないままプログラ

ミング教育を必修にしたものなんですね。

免許種の弾力化が言われ、受信側の教師は

免許外でもよいと提案されています。教員

削減の懸念もあります。危険な個別化され

た学びを第１１次提言してるいうことは問

題ではないでしょうか。集団で物事を考え、

課題を解決する学びがあってこそが重要で

ございます。そもそも学校は国や財界が求

める人材育成の場ではないのではないでし

ょうか。この点についてどうお考えなのか

お聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  今、いろいろな例を出して御質問いただ

きましたですけれども、私は一部のエリー

トの子どもたちを育てる、そういう教育を

しているんではない。やはり一人一人の子

どもたちにはそれぞれいいところがあって、

そういう力をいかに引き出して伸ばしてあ

げるか、そういうことを大事にしながら、

それぞれ学校で先生方が一人一人の子ども

さんと向き合って進めて、今もいてますし、

これからもそういうような教育を展開しな

くてはならないというように思います。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  これは進められるいうことですから見守

って、問題があれば公開できるような状態

にしていっていただきたいと思います。 

  次に移ります。 

  今、子どもの居場所づくりが求められて

いるんですけれども、子ども・子育て委員

会などでもそのことが言われておりました。

そのことについて対策を求めるわけですけ

れども、それについては何か進められてい

るのかお聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  高尾議員の御質問ですけども、居場所づ



 2－46 

くりということですけども、学校終わった

後の放課後なんですけども、豊能町として

もいろいろなところに取り組んでおるとこ

ろでございます。放課後の子どもの居場所

づくりとしましては、小学校１年生から６

年生までの子どもですね。留守家庭児童育

成室、今現在３室で１０７名入っておりま

す。それと、あとわくわく授業ということ

で、小学校で行っております。これにつき

ましては地域の方や留守家庭育成室の先生

にもかかわってもらっております。また、

中学校では放課後学び舎ということで放課

後行っておりまして、元町教職員や地域の

方、地域で塾をされた方なんかにも来てい

ただいて取り組んでおるというところでご

ざいます。このようなことは今後継続して

いきたいというふうに考えているところで

ございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  子育ては地域で守っていくっていうのが

大事かと思いますし、学校・園などで今の

おっしゃったようなのは行われているいう

のは承知しておりますが、それ以上に問題

がまた出てこないためにも、いろいろと皆

と地域・保護者などと考えていかなければ

ならないと思いますので、この点について

は今後もまた何かあれば、出てこないよう

にやっぱり見守っていくいう形をとること

が求められると思いますのでよろしくお願

いいたします。それは子どもたちに対する

セーフティネットということになりますの

で、学校、地域で安心して受けとめ、かか

われるようにしていかなければならないと

思います。 

  では次にいきます。 

  幼児教育の民営化、無償化などについて

お伺いします。 

  ６月定例会の質問で、教育大綱にかんが

み、西地区に認定こども園を設置に当たっ

て民営・直営含めて検討したいとの次長の

答弁がありました。塩川町長は社会情勢の

変化、保育ニーズの増加、多様化が課題だ

ということを上げられ、民間活力の導入を、

迅速で柔軟な保育サービスの提供ができる

ということを言われております。国・府の

補助金、新たな財源の確保が可能と答弁さ

れましたが、１０月からの無償化で現行施

策からの変更はどのようになるのか述べて

ください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  お答えします。 

  １０月からの無償化で現行施策からの変

更はという御質問なんですけれども、少子

高齢化への対応や子育て世帯への負担を軽

減し、全ての子どもたちが質の高い教育を

受けられる施策の一つとして、子ども・子

育て支援法が改正され、保育料の無償化が

１０月から実施されます。３歳から５歳ま

での全ての子ども及びゼロ歳から２歳児ま

での町民税非課税世帯の子どもを、幼稚園、

認定こども園、保育所などの保育料が無償

となるところでございます。財源につきま

しては、公立につきましては本年度１０月

以降、臨時交付金、私立につきましては国

のほうが４分の３、府のほうが４分の１補

助するということで、町の負担はないとい

うふうなことになっております。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  これから大きな、そういう負担がなくな

るいうことは、本当に子育てには温かい情
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報だと思っております。ただ、民営化はま

だ進めていかれない、検討中いうことでよ

ろしいんでしょうか。保育所の民営化につ

いてはどのように、今はどのような状況な

のか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  民営化の件ですけども、行財政改革プラ

ン２０１９にも記載しておりますとおり、

現在検討中ということでございます。費用

の面もありますけども、保育所、幼稚園が

果たす役割として、地域の子育ての拠点に

ならなければいけないとか、そういうさま

ざまな面がございますので、もう少し今後、

検討していくということで、まだ検討中と

いうことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  民営化、前回も豊能町は大変難しい状況

に、環境的にもあるということを述べてき

ましたけれども、民営化による弊害が多く

語られているこのごろでございますけれど

も、その弊害が多ければ直営に戻していく

いうことも考えられると思いますけども、

これは今聞いても答えは出てきませんです

ね。民営化が弊害あれば直営に戻すいうこ

ともできるいう、そういうようなことが私

は聞きたいわけですけれども、それはまだ

検討中ということですので、この次にした

いと思います。 

  今後、無償化になる対象の子どもの数と

いうのは出ておりましたら。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  無償化になる子どもの人数なんですけど

も、９月１日現在で人数をはじきますと、

全て合わせて２３０名となります。内訳と

しましては、町内の吉川保育所、ふたば園、

ひかり幼稚園で１９７名、私立の幼稚園等

で１１名、認可外が２名、そして非課税世

帯が７名、就学前障害児の発達障害の無償

化ということで１３名でして、合計で２３

０名になるかと思います。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  無償化の結果、今、対象を述べていただ

きましたけれども、実質値上げになる子ど

もが出てくるのではないかというふうに思

うんですけれども。これは所得の関係やら

いろいろありますけれども、その点につい

てはどうでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  高尾議員の御質問にお答えします。 

  実質の値上げになる子どもは結論として

いません。高尾議員が気になっておられる

のは、副食費等が必要になるのでそれで逆

転するのではないかということなんですけ

ども、と思うんですけども、その階層とい

いますか、保育料の子どもたちには副食費

なんかは無料になりますので、実際、現在

の保育料より高くなる保育料の子どもはい

ません。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  給食費などは、今、副食費は無料になる
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ということですけれども、主食については

従来どおりということでよろしいでしょう

か。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  現在、保育所では主食費はございますが、

副食費はございませんでした。国基準では

副食費も今後必要になるということなんで

すけども、主食費についても、現在、無債

となっている世帯については無償が続きま

すので、その辺は変わらないということで

ございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  多忙な保育所に給食費の徴収を業務とし

てさせないことが求められるんですけれど

も、これはどのようにされるのか。徴収に

ついて。給食費など今ないとおっしゃいま

したけれども、いろいろな業務、これまで

されてきた中で、保育所の保育士さんにそ

ういう業務させておられると思うんですけ

ど、その点は今後はどんななりますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  はっきり確認はしておらないんですけれ

ども、実際のところ。今も、今といいます

か副食費については保育料がなくなること

になりますので、その点については町のほ

うで保育料の引き落としにかわるものとし

て引き落とすことになったというふうな記

憶をしております。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  わかりました。それでは、主食費につい

ては、今、徴収しておられるわけですよね。

今後、浮いたお金を、主食費を無料にする

いうことはお考えになっておられないです

か。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  あくまで国基準で考えておりまして、無

償にするというふうなことは考えておりま

せん。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  それじゃ、今後また検討していただきた

いというふうに思いますが、次にいきます。 

  光風台４、これは前回聞きましたので、

２番目にいきます。 

  虚弱老人の入浴サービスの実施について、

前回、議会の都度聞いてまいりましたが、

受け入れ体制ができたのかどうか確認した

いと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  この件に関しましては、以前より高尾議

員から御質問を頂戴しておりますが、前回

の一般質問では豊寿荘の入浴サービスがな

くなることによります措置といたしまして

は、身体的に虚弱な方で自宅においてお一

人で入浴するのが不安な方については、例

えば福祉サービス系の施設で介護状態に陥

らないよう介護予防を推進するとともに、

自立した生活を確保するためのサービスの

一環として入浴サービスができないかを、
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他市町村の事例を踏まえて前向きに検討し

ていると申し上げてまいりました。この点

について、今後、事業展開についてお答え

をさせていただきます。 

  身体的に虚弱な方で、自宅においてお一

人で入浴するのが不安な方や家に閉じこも

りがちな６５歳以上の方、また要介護状態

になるおそれがある方については、老人福

祉センターで実施をしております健康相談

事業とあわせ、それらの方が要介護に陥る

ことなく自立した生活の継続を確保するた

め、在宅高齢者の支援の一環として入浴支

援を実施していくという事業展開をさせて

いただくことになりました。 

  事業内容といたしましては、保健師がま

ず生活相談及びアセスメントを行いまして、

結果、その方が入浴サービスが必要と判断

しましたら、その必要に応じて豊寿荘に隣

接しておりますいきいきデイサービスセン

ター、ここで入浴をしていただくというこ

とでございまして、そうすることで住みな

れた地域環境でできるだけ自分らしく暮ら

していただくということを目指して進めて

いくものでございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  本当によかったです。高齢者の方が安心

して入浴できるいうような、虚弱老人の方、

いろいろお話を聞かれてそういう措置をし

ていかれるいうことについては今後も続け

ていっていただきたいと思います。 

  一番最後ですけれども、お聞きいたしま

す。 

  今、買い物施設が撤退するいうようなう

わさが出ているんですね。光風台のほうな

んです。高齢化が進むもとで買い物難民の

懸念がありますが、町には施設の撤退の報

告などは、届け出とかはないのかどうかお

聞きいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  箕面森町に新規に大型店が開店し、周辺

住民にとっては利便性の向上が期待される

一方で、既存店舗の影響が懸念されるとこ

ろではありますが、現在のところ町内商業

施設から撤退するというお話は聞いており

ません。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  撤退することによって町がそれこそ衰退

することのないように、その辺は十分気を

つけて、耳を立てて聞いていただきたいと

思います。 

  あと、前に聞いてたんですけども、非核

平和都市宣言の町のモニュメントの立て看

板などを要求してきてますけれども、これ

一般質問にはちょっと出すことができなか

ったんですけれども、もし何か計画があり

ましたらおっしゃってください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  その点については今、考えてございませ

んでして、８月になりましたら町の本庁に

幕をさせていただいて啓発させていただく

というようなことで進めてございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で、高尾靖子議員の一般質問を終わ
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ります。 

  ここでインターネット接続調整がござい

ますので、暫時休憩いたします。 

（午後１時５０分 休憩） 

（午後１時５２分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、川上勲議員を指名いたします。 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  御指名をいただきましたので一般質問を

させていただきます。 

  町の将来についての町長の考えというこ

とでございますので、基本的なことからお

伺いしたいと思います。 

  まず、最近、天候不順で雨が非常に多い

ということで、８月１５日のお盆の前に高

山で雷が鳴りまして、高山に雨量がわかる

掲示板が設置されておりまして、それがそ

の雷で全部消えてしもうたわけですわ。ほ

んでその明くる日、台風１０号、それが晩

に台風が来て、朝、午前中やったか午後や

ったか、大阪府の道路パトロールが通った

んですわ。きっちりその雨量計もその前に

表示してないのですぐ直ると思っておった

ところが、１週間たっても直らないわけで

すわ。ほんで私、町の建設課に電話して、

あの施設はどこのもんやって聞いたら池田

土木ですわと聞いたから、池田土木に電話

して、消えてるぞと。この前パトロールに

来て気づかんかったんかいって言うてまし

たんや。早速直しますということで直して

もうて、そのときに気がついて、町もちょ

うど台風の後、見回ってるのに、それぐら

い気をつけて、やっぱり府のほうにも連絡

せなあかんのにそれすらしてないわけです、

町も。それはそれで一件終わって、次に１

週間ほど前に１２０ミリほど雨降りました

やろ。そのときに茨木能勢線通行どめにな

ったんですわ。それで私、畑おったら電話

かかってきて、高山に上がる道、通行どめ

かって聞くから、いやおれ知らんぞと、通

ってへんから知らん言うて、町に電話した

んですわ。ほんならちょうどもう時間外や

ったかな、１人おられて、通行どめという

ことは池田土木から聞きましたと。内容は

どんなんやねんて聞いたらわかりませんと、

こうでしたんや。大阪府の池田土木に電話

して聞いてくれというたら、おたくから聞

いてくださいいうて言われたから、私、聞

いたんですわ。ほんならその池田土木の担

当者も全然場所もわからん、どんな意味で

通行どめしたかわからんもんですわな。ほ

んでもう私やからわいわい電話でどなって

ましたんや。それを切って、これ一遍見や

なあかんなと思って、高山口まで行って、

それを聞いて、高山までは行けますと、霊

園の入り口からダムのとこまでは何か木が

倒れておって行けませんと、こういうこと

で、そう言うから、私そこまで行ったんで

すわ。もう業者も引き上げて誰もいてませ

んねん。トンネルの向こうの勝尾寺に行く

道と、滝に行く道路の３叉路のとこで、通

行どめしてまんのや。そこで聞いたら、滝

のほうは何か浮石があってそれが落ちてく

る可能性があるから通行どめしてまんねん

と。けど通れまんねんで。勝尾寺のほうか

ら来た人は高山のほうへは行けんねんなっ

て聞いたら、霊園までは行けますと、そっ

から先はいけませんと、こうでしたんや。

私は高山口からそこまで行ってまんのや、

何もなしで。高山口のガードマンの案内は、

高山までは行けますけどもその先は行けま

せんと。ほんで３叉路の人のガードマンは

霊園までは行けますけども通り抜けません

と、こうですわ。こんなあほなことを池田

土木は指示してまんのや。大阪府でっせ、

副町長。そこでも私のことだから大きな声
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出してどなってましたんや。けど、ガード

マンにそんなこと言うたってしゃあないわ

ね。そんな状況ですわ。ほんでいまだにそ

の大きい浮石かなんかあるから通行どめで

すねん。箕面へおりるほうわね。ほんで池

田土木に聞いたら、いつになったら解除す

んのやと聞いたら、わかりませんと、こう

ですわ。今、何か対処してんのんか聞いた

ら、いや何もしてませんと、こうですわ。

ほんならいつまで通行どめにすんねんと、

あした落ちるかわからへんし、落ちんかも

わからん。１カ月先に落ちるか落ちひんか

もわからん。１０年先に落ちるか落ちんか

わからん。ほんなら落ちるまで通行どめす

んのんかいいうて言うてましたんや。こう

いうことはやっぱりきちっと町の、町長で

もいいけども建設課のほうで対処してもう

て、きっちりしてもらわんとぐあい悪いと

思いまっせ。どうも対応がこのごろ、職員

の気が緩んでるのかどうか知らんけども、

しっかりしてもらわんと困りまっせ。大阪

府は、池田土木は住民の、通る人の命を守

るために通行どめしてるか知らんけど、

我々関係者はやっぱり箕面のドライブウェ

イを通って向こうへおりる道、あるいはこ

の余野や高山の北のほうの人はそこを通っ

て箕面へおりる人もおられまんのや。トン

ネル通ってもいいけど金要りまんがな。や

っぱりこれはきっちり対処して、きっちり

してもらわんとあかんと思いますわ。それ

ちょっと町長だけじゃなしに全職員の方、

意識してもうて、みんながやっぱり意識せ

んとあかんと思いまっせ。 

  そこで私聞くのに、大阪府から新しく赴

任された副町長に基本的なことをちょっと

お伺いしたいんですわ。大阪府と大阪市、

府市一体ですね。大阪都構想を再度、大阪

維新の会の施策に上げておられますわな。

ところが我々、この大阪府の北の端に位置

する我々豊能町の住民はあんまり今の時点

で大阪都構想は、将来はどうかわからんけ

ど、関係おまへんわな。それよりもさっき

言うたように、住んでる人の身になって行

政してもらわなあきまへんねん。ところが

大阪府自体は、議会も一緒やけど、大阪維

新の会に牛耳られてもうてまんのや。ほれ

で一つの例を挙げていうと、今、言うた茨

木能勢線のそれこそ霊園の入り口から土留

めのとこまで木が生い茂って、道路の端ま

で茂ってまんのや。乗用車で通るときはあ

んまり関係ないけど、トラックやらバス通

るときは屋根つかえますわ。何回切れ言う

ても切りまへんねん。だから大雨がふった

ら木が落ちて通行どめにすぐなりまんのや。

そやからこういう住民に直接関係すること

はやっぱり費用を出してもうて、池田土木

でも各出先機関にちゃんと道路の管理をし

てもらうということのほうが大阪都構想を

するよりも大事だと思いまっせ。その辺、

大阪府におられた副町長、どういうぐあい

に考えておられるか、ちょっと答弁お願い

します。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  大阪府も豊能町も同じ地方自治体でござ

いますけども、大阪府は広域自治体で豊能

町は基礎自治体ということでそれぞれ役割

が異なります。住民に身近な基礎自治体と

して住民の安全・安心を守っていくという

ことはとても大事なことだと思いますので、

それぞれ役割は違いますけれども、お互い

連携しながら住民福祉の向上に努めていく

必要があるんじゃないかなと、このように

思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 
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○１２番（川上 勲君） 

  そうですわな。結局、府道は大阪府が管

理せなあかんねん。その府道を通るのも

我々住民が通りまんのや。それでそういう

ことを、木が生い茂ってるやつを切って安

全に通行できるようにしてくれ言うても、

これはもう１０年来言うてまんねや、池田

土木に。それでもしてくれまへんねん、ほ

んまに。やいやい言うたらやっとこさ高山

の近辺はしてますわ。ところが霊園から下

のトンネル越えて向こうは全然してません

わ。雨ふるたんびに通行どめになりまんね

ん。そういう認識が、やっぱり豊能町に赴

任してこられたんやから、私は同意してな

いか知らんけど、来られたんやから、やっ

ぱりそういうことも府に言うてもうて、府

の土木を動かしてもらわなあかん。池田土

木をね。頼みまっせ。 

  豊能町は今、転換期ですわな。今のまま

これほっとくと豊能町消滅してしまうと思

いまっせ。あれ見ても、一番裏に人口減る

の書いてまんがな。ずっとマイナスばっか

り。プラスになったことおまへんわ。いろ

いろな手をかえ、品をかえ、今まで人口引

きとめる、あるいは打つためにいろいろな

ことをされましたけれども減るばっかしや。

恐らく今のままやったら塩川町長の時代も

あと３年半、ずっとマイナスばっかりにな

ると思いまっせ。それはやっぱり食いとめ

なあかん。これが町長の最大の役目。その

ためには、ちょっと順番が前後になるけど

も、書いておるダイオキシン、これはやっ

ぱり早急に処理してもらわないかん。施設

組合で私、質問したけども、あの質問、今

の保管しておる土壌についての認識はどの

ように変わったのかというの、それちょっ

と答弁してください。あの土壌について。

ダイオキシンなんか一粒たりともない言う

てましたやろな。あれは普通の土や言うて

ましたやろ。その認識は、町長、あれはダ

イオキシンや思わんのか、いや全然あかん

と思わんのか、その辺の認識ちょっと答弁

してください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  川上議員の御質問にお答えをいたします。 

  今現在、保管してるのは一般廃棄物とい

うことで、ダイオキシンをコンクリート固

化されたものが、ごめんなさい、数字は１

９３だったかな、１９８。 

（発言する者あり） 

○町長（塩川恒敏君） 

  全体としては２４４トンという形で今保

管をしてるということですので、ダイオキ

シンではないということは絶対ありません

で、ダイオキシンを含むものの一般廃棄物

であるということでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  その辺が認識違いまんのや。そんなもん

一粒たりとも入ってまっかいな。太平洋に

米粒ほうり込んでそれを拾うのと一緒や。

ひらえるはずがない。それと同じように、

何十万トンの掘る場所、わずか３０トンの

豊能郡の土をばらばらにはほって、３カ月

も４カ月もした後に探して持って帰ってく

る、そんなことできまっかいな、普通。そ

れをこっちがそう言っても誰も認識せえへ

ん。ほんで今まさに言わはったように一般

廃棄物や。前町長さんが産業廃棄物で処理

しはったんちゃいまんのか。ほんでまた一

般廃棄物に変わってまんのや。ほんで産業

廃棄物のときは、一般廃棄物のときは何億

ですわ。あんだけ処理するのに。産業廃棄

物って言葉変えるだけで５００万円。処理
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しはったんが。あの神戸何とか環境建設や

ね。関西環境建設。たった５００万円でっ

せ。産業、一般、字で書いたら一般と書い

てやね、それを消して産業と書いただけで

何億円とかかるといわれるもんがたったわ

ずか５００万円。こんなあほな話どこにあ

ります。同じ廃棄物を一般とつくか産業と

つくかによって１０倍も１０分の１も変わ

りまんねんで。そやから、今、傍聴の人が

言わはるように、大阪府から来てはる副町

長が大事やねん。副町長がこの件で大阪府

と連絡とって、大阪府に、あの土は、あの

土でっせ。ダイオキシンを含む一般廃棄物

と違いまっせ。あの土は何も害のない土や

からいうことを大阪府の今の頭のええ何と

か知事、吉村知事でっか。あれに何回でも

言うてみなはれな。みんなそういうふうに

なってしまうわ。そういう認識を町長も持

ってもらわなあかんわけや。こんな普通の、

それこそ汚染土壌を関西環境建設できちん

と処理して、神戸市が認めたとこでほって

まんのや。その土地その辺にダンプに積ん

で走ってる土よりよっぽど安全な土や。一

旦処理されておんねんからね。そこで詰ん

でる走っておる土なんか何を含んでおるか

わからん。何もしてないねんからね。それ

を大事そうに建物の中にトン袋に２０も３

０もやって包んで、置いておるわけや。ほ

んまに情けない。みんなそう思いませんか。

ほんまに情けない。これはやっぱり町長の

認識を変えてもうて、早急に処理してもら

わなあかん。ほんでやっぱり、さっきの人

の答弁で言わはったけども、また町長変わ

ってから一からや。これ町長、今の時点で

もう６カ月ほどたってまんのや。前へ進ん

でまんのか。ちょっと答弁してください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  前に進んでるのかというと、少しずつで

はありますけど進んでる。前回、環境施設

組合のほうの議会でも川上議員のほうから

も御質問がありました。今現在の産業廃棄

物とされてたものがということとか、いろ

いろありますけれども、今、一番最初のと

きというのは特定一般廃棄物と管理廃棄物

ですから、そこから処理をされてというと

ころで、途中の段階はちょっと別として、

今は一般廃棄物、川上議員はその中にどち

らかというと。 

（発言する者あり） 

○町長（塩川恒敏君） 

  それではあの以降、大阪府のほうと含め

て今の状況を再度確認をさせていただいて、

今後ＰＲも含めてですけれども、大阪府と

一緒に進めるということを８月１５日にも

決議させていただいて、今、協議をしてる

最中でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  これダイオキシンの問題起こってから約

２０年、２１年か２年か、平成１２年の町

長選挙で町長交代や。１６年は同じ人が続

きましたわ。平成２０年からかわり、２４

年かわり、２８年かわり、３１年かわって

まんのや。かわるたんびにもとへ戻ってま

んのや。一からや。ほんで４年間何もでき

ひん。恐らく今もほっておったらできませ

んで。私はそう思う。ほなまたあの人でき

んかったって、塩川町長が再選されたらま

た続いてされるかもわからんけど、かわっ

たらまた一からや。いつまで続くねん、こ

んなの。そのために、平成２０年からこっ

ちは大阪府から副町長が来てませんねん。

今回やっと大阪府から来てはりますさかい、

副町長の役目大事でっせ、これ。ほんまに。
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２年たって府にお帰りになるか、４年間お

るか私は知らんけども、これ処理できんか

ったら帰れまへんで、ほんまに。それぐら

いの覚悟を持ってやってもらわなあかん。

たのんまっせ。 

  それで次にもう一つ言わなあかんことは

ね、今、ちょっと進んでる言うとったけど、

これ旧村の地域はほとんどあきまへんねん。

全部けっちんくろてまんねん。吉川も含め

て。まだあたってないのは川尻と高山ぐら

いかな。ほかのところ全然あきまへんねん。

だから町長に４年先は、３年半先はないと

いうことで、思い切ってあそこでやったら

よろしいやん、あの戸知山で。自分の土地

やから。ときわ台駅前の駐輪場おまんがな。

思い切って町長せないかん。そのかわり３

年半先があるかないか私は知らんけどね。

これはそうせんことにはできまへんでほん

まに。町長たのんまっせ。いやほんま。 

  それで次に、次の議会までに一遍、町長

の絶対やると、来年の１０月が保管期限や、

余野で。また金要りまんねん。これで次の

ときにきっちりした、いついつかまでにや

る答弁ちょっとしてもらうように努力して

ください。たのんまっせ。 

  それから次に農業施策ちょっとお伺いし

たいんですけども、道の駅は白紙撤回で公

約されましたわな。それから農家のノウハ

ウを生かす事業開発について、この件につ

いてちょっとお伺いしたいんやけども、こ

の道の駅の白紙撤回を公約として上げられ

たのは、町長、当選されてから聞いたら、

いやいや、それはちゃうねんというような

ことをおっしゃってたけども、白紙撤回い

うのは白紙にして撤回してまうことやから

何もなしにしてまうという意味ですわ。そ

ういうことでっか。答弁ちょっとよろしく

お願いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  農家のノウハウを、まず白紙撤回という

ところに関して、道の駅の建設に関しては

白紙撤回。何回も申し上げているとおり、

この東地区を支えてた農業というもの、こ

のものに関しては違う方法も含めて検討す

るという形ですので、白紙撤回は道の駅そ

のものの建設だけでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  ということは言葉足らずでしたんやな。

いや、そやかて道の駅は白紙撤回言うたら、

誰でも道の駅せえへんのんて、みんなそん

な、私でも思ったし思いまっせ。道の駅の、

前の町長の構想は、そのときの町長の構想

は、ここの診療所をつぶした、そういう構

想、その建設は白紙撤回やという意味でし

たんやろ。それやったらそういうように書

いてもらわんと、道の駅の白紙撤回いうた

ら全部白紙撤回するんやと思いまんがな。

特に塩川町長は百姓をしてはらへんねやか

らね。みんなそない思ってる人もいてるか

ら、もう一遍、やっぱりその機会について

また言うてもらわなあかんと思いまっせ。 

  それで農家のノウハウを生かす事業開発

について、これで今、牧地区と高山地区で

は農空間整備事業いうやつを、まだ高山は

序の口やけどやろうとしてまんねん。これ

どんな事業かちょっと、建設部長、どんな

事業ですか、これは。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  新しい圃場整備事業ということで、昨年
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度の土地改良法の改正に基づきまして創設

された事業です。大きなポイントは農家の

負担が伴わないということで、国の考え方

は日本の農地の約８割を担い手に集約をさ

せようという思いから、この新しい思い切

った制度が創設されたということで、日本

の農業を持続可能にするためには担い手に

集約をさせる。そのためには基盤整備が必

要やということで創設されたという、こう

いう事業でございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  その担い手が減少してまんのや。旧村は

特にね。担い手が減少してるけども、しか

し一つに集約して、それを一つの事業とし

て運営していこうというような事業やから

ね。担い手が各地域で少なくなっても、圃

場整備だけあってできたら、これはできま

すわ。ところが担い手が減少するというこ

とは、例えば高山であれば高山の旧の住ん

でる人たちがおらんようになるという意味

ですわ。新しい人来てもらわなあかんと。

新しい人来てもらうのに、田舎の古民家、

そういうの好きな人もいてはるけども、そ

んなものごくわずかですわ。やっぱり大き

な新しい普通の家に住みたいと。ならばや

っぱりその地域に家を建てんなんと。今そ

れ、家建てられまんのかいな。ちょっと建

設部長、調整区域に家建てられますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  市街化調整区域に新しく家を建てるとい

うことになりますと、限定されていまして、

農家の方が母屋を建てるとかいうとこぐら

いしか今のところ市街化調整区域で家を建

てることは難しいという状況です。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  その農業してる家の人が亡くなって、住

んでおった人がおらんのに、その人がわざ

わざ家、建てますかいな。そうですやろ。

副町長、何かそういう方法あるの知っては

りますか。旧地域で、調整区域内で。知ら

はりませんか。クラインガルテンいうやつ

知ってはりますかいな。それは調整区域で

建てられませんのかいな。ちょっと知って

はる人いてはりませんか、これ。部長は知

ってる。知らんの。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  市街化調整区域の中であっても、クライ

ンガルデンを整備するということは可能と

いうふうに考えています。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  可能でなくて、できまんのや、これ。副

町長も誰か今、後ろでぶつぶつしてる人に

聞きはりましたやんな。できまんねん、こ

れ。そやから、今、圃場整備するときに一

緒にこの用地も確保してしたら、ここで事

業を展開する人は、その従業員、そういう

人らが来てこの中に住めまんねん。そうい

う方法をとっていったら、これ国の補助金

もついてるみたいですわ、どうも。そやか

らいろいろな方法でこの旧村地域を、別に

前から住んでた人おらなあかんいうことな



 2－56 

いから、新しい人でもかめへんからそこで

住むようにして、やっぱりその地域の農業

を活性化して、ひいては塩川町長がおっし

ゃってるように農家のノウハウを生かす事

業開発、これをしていかなあかんと思いま

っせ。町長どないですか、その考えは。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  今、川上議員の御指摘のとおり、今、牧

地区とそれから高山の区間、いわゆる計画

ありき、要は計画の中に圃場整備がある。

その中に今の考え方も含めて、そこに住む

というところを計画を立てていけば、市街

化調整区域で農振法がかかっているところ

を変えることは大阪府としてはできるとお

っしゃっていただいてますので、まず計画

があると。そうするとそのためにはそれぞ

れの、牧地区または高山地区でこうしたい

んだというものが出てくると私たちはそれ

をバックアップするという形にしていきた

いと。そのために協力は惜しみませんので、

大阪府との協議、そういうところはしっか

りとやらせていただきます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  一番初めに問うたときは、調整区域へは

家建たれへんということをみんな、今、初

めに建設部長が答弁したように、基本的に

は建てられまへんねんと、こうでしたわな。

ところが今の町長の答弁では、当初計画を

やって、今言うた方法でも中に組み入れて

していったら十分いけまんのや。そういう

認識は町長も副町長もしてもらわないかん。

さっきのダイオキシンもしてもらわないか

んし、二人ともね。これもやっぱりしても

らわないかん。今、農空間整備事業は、国

が半分でっかな。２分の１や。それで大阪

府は４分の１でっか。１５％やね。そのほ

かは町が持たなあきまへんねん。前のとき

にたしかおれ、言うたけども、大阪府にも

っと持ってもらえるように、町長も大阪維

新の公認の町長なら、府の知事も大阪維新

の公認の知事でんがな。十分話し合えんね

んから、やっぱり町の負担をできるだけ少

ないように府にかけおうてくるって言って

ましたけども、幸いなことに府から副町長

来ておられるので、そういうことを豊能町

が、負担はもちろんせないかんけども、割

合がなるべく少ないようにしていくのが、

これは副町長の役目や。重大でっせ、これ。

やっぱり牧と高山合わせても１０億円以上

の金がかかると思いますわ。やりようによ

ってはもっとかかると思いますわ。財政難

の豊能町のこの時期にやっぱり副町長が力

を発揮して、例え２年でも４年でも足跡を

残してもらわないかん。副町長決意頼みま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  財政状況にかかわることですのでできる

限り努力はしたいと思いますけれども、大

阪府も国のほうもそれぞれ制度というのが

あって実施してるものですので、そう簡単

には物事は動かないと思います。ただ、私

ができる限りのことは努力はしたいと思い

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  今まさに副町長おっしゃるように、制度

は守らないかん。これを守るのは職員です

わ。建設部長が何ぼ大阪府へ行って、大阪

府の職員にもうちょっとまけてくれと、あ
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んたのとこ負担割合ふやしてくれと言うた

かて、そんなのできますかいな。制度やも

の。ところがさっき言ったように維新の会

ですわ、トップはね、大阪府の。うちのト

ップも維新の会。そのもとで副町長は働い

てまんねん。政治的判断いうのがおまんね

ん。政治的判断はときに制度なんか度外視

してやれまんのや。これを十分利用しても

うて、副町長頼みまっせ、ほんまに。ほん

まにですよ。笑てんと、町長。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  私としてできることということは大阪府

のほうに要望すると。今まで農家の方々の

事業者の負担がなくなったというところで、

大阪府のほうが今までどおりの１５％で、

それを町のほうに押しつけたというような

形になりますので、実はこの前、大阪府の

ほうの政治団体というところで、維新の会

のところも行ってそこで要望いたしました

し、自民のところも行かせていただいて同

じ要望をさせていただいてますので、維新

も自民もそれは議員さんも含めて一緒にな

って大阪府のほうに要望させていただいて

いるというところですので、これで動かな

ければまた再度動くという形をさせていた

だきたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  先ほど言い忘れてんけども、農空間整備

事業で、このクラインガルテンという方法

を取り入れてもうてするのを、町の担当の

職員いてますわな。牧地区へ行かれる方、

高山地区へ行かれる方のね。その職員もこ

ういう方法ありますよという説明をやっぱ

り地元にしてもらわなあかんと思いまんね

ん。建設部長、それ頼みまっせ、くれぐれ

も。いやわろてんと。おれの話、みんな笑

って聞くさかい、あかんねんけど、真剣な

話ししてまんねんで。おれ顔は笑ってるか

知らんけど。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  今現在進めている牧と高山の農空間整備

事業というのは、地域の住民たちが自分の

地域をどうしていきたいかという計画をま

ず立てていただくというのが基本になって

います。地域の人が当然そういうふうなク

ラインガルデン的なものを整備して、他所

から住民を入れて地域の人口をふやしてい

きたいというような思いが地域の中にあっ

て、それを一つの計画としてプランとして

つくっていただいた後には、当然これ大阪

府の事業にもなりますので、府と一緒にな

ってこの事業に向けての、どういうメニュ

ーがあるのかとかいうのを整理しながら、

地元とまた協議して進めていくという形に

なると思います。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  そこが矛盾してまんのや、建設部長。何

でかいうたら、今、自分らの地域をできる

だけようして、農空間整備事業でやりたい

と思ってる人の、今、集まってる人は１０

年、２０年たったらもういてまへんわ。だ

から町の主導によって、あんたらがおらん

ようになったとしてもこういう形で他市か

ら人が来てもうて、住んでもうて、百姓で

きまんねんでという説明をしたらなあかん

わけや。今のおる者の思いだけでしたらそ
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んなものろくなことできますかいな。おれ

も高山の一員になってるけど、もう１０年

も生きられまへんわ。そのしてる人が亡く

なることによってだんだん、だんだん遊休

農地とか荒れ地がふえまんねん。高山なん

かもう３分の１以上荒れてますわ。放棄地

ですわ。だからおる人の認識は、圃場整備

やってもうて百姓楽にしたいなという考え

だけやねん。ほかのとこから来てもうてし

てもらう考えおまへん。現実、切畑はそう

でっしゃんな。できんようなるまでどしば

ってやっているけどできんようになったら

つくってくれと。それだけのことですわ、

考えてるのは。だから長い目で見た町の指

導が必要やねん。そういうことをやっぱり

理解するように町の職員も理解して指導し

てもらわなあかん。建設部長頼みますよ。

まだ話し合いだけでも２年、３年続くねん

からね。頼みますわ。 

  次に、この前言うておった火葬場ですわ。

町長あれから火葬場の件どうなりました。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  川上議員のほうから前回、６月のときに

も御質問いただきました。その後、いろい

ろな関係ということで、池田、川西、猪名

川とも協議といいますか、今の現状がどう

なってるのかを含めてお伺いをしてる段階

です。まだ豊能町の決意といいますか、い

わゆる広域でどうするのかというのがまず

先もありますので、今はその情報をそれぞ

れと交換をさせていただいてるという形で、

大阪府のほうは池田と協議をスタートさせ

ていただいたばかりでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  池田は、前前前、元町長やね。女性の町

長のときに池田との合併の前のときに話し

したんですわ。というのは、池田市がまだ

火葬場ができて、新しくないけども利用率

がたしか４３％ぐらいでしたわ。当時の倉

田市長と話ししたら、ぜひとも豊能町来て

くれと。豊能町も同じ値段で、そのときは

市民は１万円、市民以外は４万円でしたん

や。同じ値段で処理いうんか始末いうんか

知らんけどさせてもらうと。ところがそれ

したら今度改修するときには、炉の改修は

同じように要りますわな。ところがそれか

らもう十四、五年たっておるから、その話

はそのときオジャンになってしもて、何で

オジャンになったのかいうたら、私は池田

の市長が嫌いでんねんいうて行かんかって

ん、頼みに。ほんでオジャンになってしも

うたんや。十四、五年たってるからなんや

けども、池田市は今、困ってませんわ。敷

地は狭いけどね。豊中市が困ってまんのや。

あのまちの真ん中で、火葬場の周りも１０

階、１５階建てのマンションの建物で、上

から火葬場見おろしてまんがな。昔はあん

なのなかったけど。だから手法としてはそ

ういうことを一から積み上げて話し合いし

たらいいけども、うちは戸知山に土地おま

んねん。広い土地が。ほんで吉川におます

わ、広い土地が。うちはここで火葬場しま

んねんと、あんたとこ参加しませんかと。

しまんねんやということを決めなあきませ

んで。ほんであんたとこ参加しませんか言

うたら、恐らく豊中市やろうが池田市やろ

うが乗ってきますわ。箕面市は今のところ

まだ１０年、１５年は大丈夫やけど。そん

でももう、まちの真ん中になってますさか

いな。将来はやっぱり少なくても豊能郡、

昔の豊能郡、豊中、池田、箕面、能勢、能

勢は別やけど、豊能としたら、大きい広域

行政で火葬場なんかあちこちつくらんでも
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できまんのや。それこそ新箕面のトンネル

あるいは新名神、交通事情ようなっておる

からね。その豊能町の場所でも十分利用価

値はあると思いますわ。火葬場の利用価値

でっせ。そのときに、６月の議会で言うた

ように、我々の団塊の世代の年代があと１

０年、２０年したらみんな死にまんねん。

ほんだら、今もう関東のほうでは１週間、

１０日待ちですわな、処理するのに。恐ら

くこの辺もそうなりまっせ。特に豊能町な

んか団塊の世代、我々の世代や。それがど

っと死んでいったらそれこそ処理どこでし

まんねんな。今からもう考えても遅くない。

もう今考えていったとしてもできんのは５

年、６年先ですわ。これも必要やねん。塩

川町長があと３年半のときにダイオキシン

を処理して、先ほど言うた小中一貫校。１

小１中ちゃいまっせ。小中一貫校でっせ。

１小１中いうたら能勢みたいに、小学校と

中学校と一つにするだけが１小１中や。小

中一貫校でっせ。４年生までと５年、６年、

中１と２年、３年と、これを集めて教育す

るのが小中一貫校や。一生一中と違うこと

はやっぱりみんな認識してないね。先ほど

も１小１中も一緒くたのような質問してま

したよ。ちゃうねん、あれ。それは今の町

長に課せられた、あと３年半に課せられた

豊能町の大事なとき、一番初めに言うたよ

うに。これを間違うたら豊能町つぶれてし

まいますわ。町長の決意、もう一遍ちょっ

と言うてください。それで質問終わります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  川上議員のおっしゃるとおりで、私の決

意はこの豊能町を持続可能な、そこまでの

路線をしっかり引くという形でございます

ので、その決意は変わりませんので、よろ

しくお願いをいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  川上勲議員。 

○１２番（川上 勲君） 

  私は基本的な立場は塩川町長を批判する

立場ですわ。ハイエナと言われる抵抗勢力

です。しかし批判的な立場で抵抗勢力やけ

ども、豊能町のために、あるいは豊能町の

住民のためならば協力は惜しみませんわ。

そのつもりで、やっぱり町長に頑張っても

らわないかん。豊能町のために。もしあな

たが間違った施策あるいはできひんかった

ら強烈に私批判しまっせ。私の力の限り。

もう老体やけど。頼みまっせ。 

  以上で終わります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で川上勲議員の一般質問を終わりま

す。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は１

４時５５分といたします。 

（午後２時４２分 休憩） 

（午後２時５５分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  先ほど、高尾靖子議員への八木教育次長

からの答弁ございましたが、修正がしたい

旨おっしゃっておりますので、これを許可

いたします。 

  八木教育次長。 

○教育次長（八木一史君） 

  先ほどの高尾議員からの御質問について、

一部修正させていただきます。 

  副食費の徴収事務について、私、先ほど

保育料と同じく本町こども育成課で行うと

いうふうに答弁しましたが、正しくは副食

費の徴収事務については保育料と同じく保

育園内、園所で行っておると。つまり保育

料も、今、園で行っておりますので、それ

と同じく副食費についても園所で行うとい
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うことに一応訂正させていただきます。申

しわけございませんでした。 

○議長（永谷幸弘君） 

  次に、秋元美智子議員を指名いたします。 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  議長に御指名いただきましたので質問さ

せていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

  では通告どおり質問させていただきます

のでよろしくお願いいたします。 

  まず８０５０問題、８０５０というよう

な表現をされてますけど、この問題につい

て質問させていただきます。 

  ８０５０とは、８０代の親が５０代の子

どもの生活を支える、つまり高齢の親が中

高年に達した子どもの生活を支えている現

状をあらわしたものです。その多くは子ど

もである中高年の長期にわたるひきこもり

が要因となっております。たまたまといっ

たら変な言い方なんですけど、私、この７

月に豊能町のある方から、この８０５０問

題を抱えてる七、八十代の男性の方の家を

訪ねても、その男性の子どもさん、その方

は４０代ぐらいの方のようですけども、お

父さんは元気でいるというだけでいつも玄

関先で追い払われると。そのお父さん自身

は病気がちなものですから、本当に無事生

きてるのかどうか心配でならないんだとい

う相談をいただきました。単に相談いただ

いただけでなくて、何とかしてほしいと。

正直言ってすごい重圧感じました。私はそ

の親子さんのお顔も知らないし、どこに住

んでるかそのときはまだ場所も聞かないで

きましたけれども、そういった中でどうし

たらいいだろうかってことを非常に悩みま

して、しかもその日ぐらいにまた別の方か

ら同じ方の御相談をいただきました。要す

るに町民の方を２人の方が、この親子さん、

特にお父さんのことを心配されてるってこ

とは非常に私、肌身で感じました。どこを

糸口にしてこの親子さんのほうに私自身が

つながっていけるかどうか考えた結果、お

父さんがどうも介護保険の認定を受けてる

ようだというふうなお話でしたので、包括

支援センターのほうへお尋ねいたしました

ら、ちょうどその前日にある事情からこの

お父さん無事保護されたというお話だった

んですね。これにつきましては町の中でも

いろいろな御報告受けてると思いますけど、

やっぱり職員の方、非常に丁寧に対応され

ていたからこそ、社会的に大きな問題にな

らなくてよかったなと。ほっとすると同時

に自分自身が感じたことは、この８０５０

の問題、この仕事の大切さと地元自治体の

負担の大きさを感じまして、今やっぱりこ

こで、しかも今後、親が高齢化して亡くな

っていくとますます大きな問題としてなっ

てまいりますので、今のうちからその体制

づくりを急ぐ必要があるんじゃないかなと

思いまして、今回、上げさせていただきま

したのでよろしくお願いいたします。 

  内閣府のほうは御存じのように、２０１

６年にひきこもり状態にある人は全国で１

５歳から３９歳のまでの人は５４万人。ち

ょっとおくれましてことし３０年に４０か

ら６４歳の人が推定６１万人、合わせて、

簡単な足し算にはいけませんけど、大体１

１５万人いるということで。この１５歳か

ら６４歳までの方でひきこもり傾向にある

方が１１５万人。一体この１５歳から６４

歳まで日本の人口どのぐらいかと思ったら7,

５００万人前後なんですね。となると私の

計算でいけば１％ちょっとという率という

のは、やっぱり非常に高いなと思ってます。

豊能町を見回して1.４％なんですけども、

一体どのぐらいの方がこういうひきこもり

状態にいらっしゃるのかどうか、現在把握
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されてるようでしたらまずそこのお答えい

ただきたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  ８０５０問題、非常に今後豊能町でも重

大な問題であると認識をしてございますが、

今のところはまだ、先ほど議員もおっしゃ

いましたように、８０代の親、５０代の子

ということで、ひきこもりが５０代の子ど

もさんでしたら何とかまだ親御さんがおら

れるということで、その方の親の年金とい

うこともありますので、直ちに生活に困窮

しているというような方は豊能町では幸い

にして少ないのではないかと思っておりま

す。しかしながら今後、高齢の親が亡くな

る等でその収入が断たれるということで、

深刻な問題となる可能性は本町でも十分に

あるものと認識しておるところでございま

す。 

  議員お尋ねの対象者につきましては、実

態把握はできておりません。今現在、町が

把握しておりますのは、私ども福祉課のほ

うで把握をしてございます３９人、それか

らそのうち定期的それから不定期に連絡が

ある人、また、相談、面談等何らかの形で

行政とつながっている方が１２人というこ

とでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  本当に目に見えない大変なお仕事だった

と思いますけれども、今後やはり各部署い

ろいろな形の部署の方ですとか、それから

やっぱり社協とか民生委員とか、そういっ

たとこで情報を集めながら把握していただ

きたい。これはもう要望で終わらせていた

だきます。 

  それで特に３９人というところがちょっ

と正直びっくりしたし、行政としては逆に

よく把握されていらっしゃるなって、私は

そういうふうに思います。 

  それで今回、この６月に、厚生労働大臣

はひきこもり状態にある人とその家族に向

けて生活困窮者の相談窓口ですとか、ひき

こもり地域支援センター、家族会などの扉

をたたいてほしいとメッセージを出してる

んですけども、私の調べた範囲の中では豊

能町近辺ではこういった機関がちょっと見

当たらなかったんですね。これら町とこう

いったひきこもり地域センターとかってい

う、そういうとこの連携というのはできて

いらっしゃるんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  ひきこもり状態の方から生活困窮の御相

談があった場合でございますが、大きな市

でございましたら福祉事務所というところ

がございまして、そちらと連携をしていく

ということでございますが、豊能町の場合

は小さな町村ということで、大阪府の子ど

も家庭センター、こちらが担っていただく

役目となっておりまして、大阪府池田子ど

も家庭センターのハートホット相談室、こ

れにつなぎをさせていただいて、暮らしの

立て直しや就労支援などを行ってございま

すので、連携という意味ではこちらの大阪

府の機関と連携をさせていただいていると

いうことでございます。 

  それから大阪府ひきこもり地域支援セン

ターというのがございますが、これにつき

ましてはひきこもり支援専門のコーディネ

ーターということで、市町村からの、市町
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村の相談員が相談をさせていただく機関と

いうことで、今のところ私ども豊能町の相

談員がこの大阪府のひきこもり支援専門の

コーディネーターをしていただいている支

援センターに御相談するというようなケー

スは今までは幸いにしてございませんでし

た。 

  それから、家族会については私も豊能町

内にそれを設けておられるかどうかという

のは行政としては把握してございません。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  池田市の生活困窮者の窓口は私も見まし

たけども、単純に私はこれは池田市のかな

と思って、池田市だけの相談窓口だと思っ

て勘違いしてました。府レベルのことだと

いうことで。 

  もう一点、ひきこもりの地域支援センタ

ーなんですが、これは本人たち家族が直接

行く場じゃなくて、お話聞くと、こういう

コーディネーターの方の、専門家が専門家

に相談するような、今そういうニュアンス

に聞こえたんですが、その確認をさせてい

ただきます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  今、議員が御理解いただいたとおりでご

ざいまして、大阪府ひきこもり地域支援セ

ンターにつきましては各市町村の相談員が

相談をするところで、当事者が相談すると

いうようなところではございません。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  私は、ひきこもり状態にある方が一歩社

会に踏み出すことができる、そのきっかけ

をつくるというのはやっぱり地元だと思い

ます。地元の市町村がどう取り組んでいる

かによって、情報を得て、じゃあここに相

談にいこうかというふうに行くこともある

でしょうし、逆に訪ねてきてもらって、そ

の人間関係の中でじゃあ一歩というふうに

いくかと思いますし、いずれにしてもやっ

ぱりこの豊能町の取り組みが大事だと思い

ますし、御存じのようにひきこもりという

言葉は３０年ほど前に子どもの不登校を中

心に使われておりましたけれども、今は不

登校の延長だけではなくて、雇用形態です

とか職場環境の変化によって職場になじめ

なかったとか、就職活動うまくいかなかっ

たとか、人間関係それからブラック企業的

なものもありますからね。病気などをきっ

かけに、私も今回勉強して初めて知ったん

ですけど、やっぱり社会に出る怖さ、不安、

ストレスで自己防衛本能から引きこもって

る方が多いと。やっぱりそういう方の心な

り、今までの固まったものをほぐしていく

というのは大変な仕事だと思います、正直。

これから豊能町のほうもいろいろ、就職、

就労支援ですとか、今、お話聞きましたよ

うに生活支援とか福祉支援などに取り組ん

でいらっしゃると思いますけれども、今、

話したように、働きたくても、本人は働き

たい、出たい。だけど防衛本能が働いて出

られないということの方たちを社会復帰さ

せていってもらうためには、私は専門職に

基づいたアドバイスと、かつ迅速な対応が

必要だと思ってます。これは今すぐどうこ

うではなくて、やっぱり今後の方針として

ワンストップ相談窓口の設置、この体制を

つくる必要があると思っております。こう

いう計画などについて、今後御検討いただ

けるかどうかお答え願います。 
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○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員おっしゃいますとおり、ひきこもり

状態を緩和するためには、就労支援を初め

生活支援、福祉支援などなど、総合的な支

援をする必要がございます。本町におきま

しては現在、福祉部局それから労働部局な

どの担当部局が連携をして進めております

が、いわゆるワンストップ化が図られてい

るという状況にはないものと思ってござい

ます。ひきこもり支援には社会福祉などの

専門的な知識を持った職員の配置と関係機

関との連携が必要と考えますので、まずは

その体制づくりを構築する中でワンストッ

プ化を検討してまいりたいと考えておりま

す。ただ、先ほども申し上げましたように、

生活困窮であっても、今、議員がおっしゃ

いましたように、何とか外へ出て働いて自

分で生活したいというような方々について

は、町のほうでコーディネートさせていた

だいて、いろいろな機関に相談をしながら

その方の支援をしていくということをして

ございますが、生活困窮者で自立意識が希

薄な方、この方についてはやはり最終、社

会保障のセーフティネットを持っている大

阪府池田子ども家庭センターハートホット

相談につなぎ、就労支援等と生活支援です

ね。特に生活支援を進めていくというよう

な２方向で、今、取り組んでいるところで

ございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  町内の連携はとても大切だと思いますの

でよろしくお願いすると同時に、今、部長

もちょっと触れられましたけど、私もやっ

ぱり非常に専門的な精神保健福祉施設とか、

それから社会福祉施設が、こういう方が本

当に必要な行政の時代になるなと思ってま

す。特にアウトリーチ型の支援ですとか寄

り添い型の支援とか、こういったことを充

実させていく必要があると私は思っており

ます。町として。今後やはりこういうふう

な方々を正職として体勢を整えていくとい

うお考えはございませんか。今、非常勤で

は確かに来ていただいてますけども、やは

り正職でこういうふうな、いつでも対応で

きる、時間的に限られた人じゃなくて、そ

ういうふうな立場の人をぜひやはり町とし

ても考えていただきたいと思ってますけど、

御答弁お願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  現場の職員には熱い思いがあるでしょう

が、人事の担当からということで答えさせ

ていただきます。 

  今現在、非常勤のみで配属をしておりま

す福祉系の専門職といたしましては、精神

保健福祉士と生活保護、ＤＶ、成年後見人

等の相談員、それから今、御指摘のあった

社会福祉士、それから介護支援専門員でご

ざいます。これらの職種には正職員がおり

ません。このうち社会福祉士につきまして

は採用には至りませんでしたが、昨年度採

用試験を実施したところでございますが、

採用には失敗をしたというところでござい

ます。今年度におきましても採用試験の実

施をするということを決めまして、来年の

令和２年４月１日採用で社会福祉士は正職

員として採用したいというふうに思ってお

ります。一方でそれ以外の精神保健福祉士

とか相談員とか介護支援専門員、これらは

今のところ週３日、４日程度の勤務という
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ことで、非常勤職員で対応しておりますが、

それでも今のところ大きな問題もなく業務

を遂行してきているというようなところで

ございます。私も専門職を正職員で採用し

たいという気持ちは山々ではございますけ

ども、今申し上げたような業務は今のとこ

ろ、今後とも非常勤職員で対応するという

予定でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  まずは社会福祉士だけでも正職は考えて

くださってるということは非常にうれしい

なと思います。ほかの精神保健福祉士です

とか、ほかの方については今後ちょっと財

政的なのもあってなかなかお返事できない

かと思うんですけれども、実は豊能町は自

殺対策計画ってありますね。この中の１ペ

ージのほうに自殺に至る要因みたいのがず

っとあるんです。この中にいみじくも、ひ

きこもり、不登校、うつ状態、病苦、社会

的孤立。不登校ということも入ってきます

けど、それが自殺に至りますと、要因です

ね。これはもう御存じのように、自殺対策

基本法によってつくられています。私、非

常にこれ読んだときに、町としてはもうひ

きこもり云々以前にこういう形で何かしら

取り組んでいらっしゃるんだなと思いまし

て、同時にここに書いてあります、どんな

基本対策をしているかということになりま

して、４点ほど、基本政策と具体的取り組

みということで啓蒙・啓発活動、それから

相談支援体制の充実、それから関係機関と

のネットワークの強化、生きることへの促

進、要因の支援と書いてます。まさにひき

こもりの、先ほどのような問題と相対応す

る、相共通することはできるなと思いまし

て、この中にもあるんですね。何があるか

というと、アウトリーチ型支援、寄り添い

型の支援を充実させると。充実させるとい

うこと、こういうことを充実できるだけの

人材をやっぱり町の中に配備しておきたい

ということなので、非常に私自身としては

社会福祉士だけではなくて精神保健師です

とかそういう方もやはりどんどんこれから

採用し、変な言い方をすると、部長がおっ

しゃったように何もお仕事がない中での配

置というのは難しいでしょうけども、やは

りその方にはその方たちの日常的な仕事を

別途つくり出していただいても、やはり正

職を迎えていただきたいと思っております

ので、ぜひお願いいたしたいと思いますの

で、まずは社会福祉士のとこで今回は終わ

らせていただきます。 

  それともう一点あります。何でこれしつ

こく言うかといいますと、これは多分、職

員の方の研修会の中で、やはりこういう方

たちに向けていろいろな研修をされていく

んだと思いますわ。ただ、やっぱりこれ本

当に人と人との中の精神的な、要するにそ

の方の相手の方の人生をどうするかですか

ら、それはやっぱり一職員、私自身が相談

を受けたときの、自分で下手にいじったら

とんでもないことになるなというのがやっ

ぱりありましたんで、やはりそれは専門的

な方に、ひきこもりの問題ですから、特に

自殺の傾向のある方なんか、やはりお任せ

したいという思いがありますので、ぜひ今

後そういうことも含めまして職員採用につ

きましてはよろしくお願いいたします。 

  それでこの問題最後ですけど、就労支援

なんですけど、農と緑が担当されておりま

すけれども、今後、ひきこもりの方の就労

支援に向けてどのような取り組みをされて

いこうとされているのかお聞かせください

という質問にしようと思いましたけど、時

間的なものがないのでこちらのほうで先に

提案させていただきます。公的機関のバッ
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クアップについては十分調べ切れておりま

せんけれども、その一つに厚生省委託事業

として豊能地域若者サポートステーション

があります。ここはひきこもりの状態の方

の就労相談を開催しておりまして、能勢町

ではこの１１月２９日に１５歳から３９歳

を対象にして開かれます。何で３９歳かと

いうと、この厚生省の委託そのものが３９

歳までらしいですね。これもちょっと厚生

省、随分手抜いてるなと私は思いますけど、

いずれにしてもそういうものがありますの

で、こうした機関に協力を求めて積極的に

就労相談会を開催していく必要があるので

はないかと思いまして、今回、上げさせて

いただきましたけども、具体的にこのこと

についてはいかがお考えでしょう。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上畑建設環境部長。 

○建設環境部長（上畑光明君） 

  お答えさせていただきます。 

  豊能地域若者サポートステーションとい

うことで、私も今回質問していただいて初

めていろいろと勉強させていただきました。

このステーションについては豊能地区で豊

中、池田、箕面、豊能町、能勢町というエ

リアを担当していると。当然働くことや自

立について悩んでいる若者やその家族が相

談できる窓口になっているというふうに聞

いております。ただし、まだまだ地域若者

サポートステーションというのが認知度が

低いというふうに国のほうも言っておりま

すので、厚生労働省としてもこうした問題

を取り組むべく、相談しやすいまず環境、

それとこういうステーションがあるよとい

うことをもっと周知していただく取り組み

を進めていかれると思いますので、町とし

てもこうした動きを参考に、豊能地域若者

サポートステーションについてはまた広報

誌やホームページなどでも周知していくと

ともに、相談等があればサポートステーシ

ョンにつなげていきたいということを現時

点では考えております。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  このサポートステーションというのは、

今、能勢町が取り組んでいるように、ある、

例えば保健センターは保健センターとして、

その日こういう相談をしますよと、よかっ

たら来てくださいって、能勢町を見てるよ

うに、前もっての予約が必要です。ですか

ら相談があったらつなげるということより

も、町としてそういうふうな相談会を開い

て、そしてそこに来ていただいて、そして

対応していただくというものですし、費用

については一切かからないと聞いてますの

で、そのことも御確認の上、ぜひ早急にこ

ういう相談会を開いていただきたいと思い

ますのでお願いします。ここは非常に、私

も今回チラシ見させていただきまして、本

当に本人や家族だけでは難しい、働く力を

どうやって引き出すか、それと同時に職安

に定着するまでをずっとサポートしてくだ

さいますので、ぜひやはりこういったとこ

ろを御協力いただいて前へ進めていってい

ただきたいと思いますのでよろしくお願い

します。これは要望で終わります。 

  引き続きまして、「おでかけくん」につ

いて質問させていただきます。 

  先ほど質問もありましたけども、高齢者

の運転が社会問題になっておりますよね。

買い物などの利便性を考えますとやはり運

転免許を返納したいけどなかなか踏み切れ

ないっていう人が多分にこの豊能町に住む

人には実情かと思います。そこで運転免許

を返納しやすくするために、「おでかけく
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ん」の利用対象を７５歳以上全員というふ

うにして広げていく必要があるんじゃない

かなと私は思っておりますけど、いかがで

しょう。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  現行、「おでかけくん」は道路運送法第

７８条による福祉有償運送として事業展開

をしているため、身体障害者それから介護

保険法の要介護者、要支援者、その他肢体

不自由、精神障害などの条件がついており

まして、その方々しか利用できないという

ことに法律でなってございます。ですので、

議員御提案の７５歳以上の高齢者全ての方

を条件とすることは、この「おでかけく

ん」についてはなじまないものと考えてご

ざいます。議員御提案の７５歳以上の高齢

者で送迎等を希望される方に対する施策に

ついては「おでかけくん」という制度では

なく、別に今後の豊能町の高齢化を見据え、

相互扶助それから互助による交通手段の仕

組みづくり、これが必要になってくるので

はないかと思いますが、これを仕組みづく

りするときにはやはり既存する電車、バス、

タクシーといった豊能町の地域公共交通の

あり方、これを総合的に勘案しながら検討

していく必要があるのではないかと考えて

ございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  次の質問で、７５は無理だったら８０歳

以上全員どうかというふうにいこうと思っ

てたんですね。なぜ８０歳といいますと、

この５月末現在８０歳以上の方は約2,２０

０人、豊能町おります。そのうちのほぼ半

数の1,２００名の方が介護保険を使わずに

自力で生活しているんです。それがゆえに、

とてもすばらしいことなのに、この人たち

は要支援、要認定を受けていないから「お

でかけくん」も使えない。８０過ぎたらか

なり足腰弱っているでしょうけども、自立

してるがために使えないと。非常に私は矛

盾を感じるなと思ったんです。だから８０

歳以上全員どうかなというふうに思ったん

ですけども、それを今の部長の話ですと無

理ですか。無理というか他の方法で対応を

されようというふうなお考えなのかどうか

お願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  ７５歳でだめなら８０歳以上でどうかと

いうことで、お元気な高齢者、８０歳以上

の方が半数以上おられるということで、そ

れはそれですてきなことで、御自分の人生

を謳歌していただくということも含めてす

てきなことだなと思いますが、この「おで

かけくん」に限りましては先ほど申し上げ

ましたように法律で先ほど言いましたよう

な身体障害者の方とか介護保険法の要介護

者であるとかいう方になってございますの

で、別途検討していく必要があると考えて

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  別途考えるとか、かなり煮詰まってると

いうふうな理解でよろしいですか。それと

も全く雲をつかむようなお話をされている

のか。 

○議長（永谷幸弘君） 
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  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  冒頭に申し上げました相互扶助、住民の

方々の相互扶助、互助による交通手段の仕

組みづくりをみずからお考えになるという

ことになっていくのではないかと思います。

行政として今、仕組みづくりを骨格がある

とかいうようなことでは全くございません。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  部長が何を言いたいのかちょっと私、理

解苦しんでますのであれなんですけどね。

じゃあ今、要支援では「おでかけくん」を

使えますか。といいますのは、介護保険の

認定を受ける方の大多数は「おでかけく

ん」が使えるんじゃないかなという形で認

定調査お願いに来てますね。そのとき、大

多数の方ははねられると。やっぱり運転免

許は返せないと。ですから町独自のその基

準というのはつくることはできませんか。

「おでかけくん」を使えるかどうか、それ

もやっぱり法に触れるのかどうかお尋ねし

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  確かに一部の方で「おでかけくん」を利

用したいから介護認定の申請をして、要支

援１なり２になれば「おでかけくん」が利

用できるというようなことで一部申請なさ

っておられる方がおられるということは聞

いてございます。その枠を超えて町独自で

「おでかけくん」の利用者の枠を広げれな

いかということでございますが、先ほどか

ら申し上げておりますように、福祉有償法

のほうでそこは線引きがございますので、

残念ながら町の独自判断というのは介在し

ないということでございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  先日、私の知り合いで８０代の女性の方

が、たまたま出会ったときに、この方はひ

とり暮らしです。介護認定も受けておりま

せん。免許を返しました。８０過ぎて返し

ましたと。いつもはタクシーを利用して買

い物に行きますと。買い物終わったらいつ

もタクシー会社電話しますと。そのときは

たまたまタクシーがもう全部出ていると。

予約もしたいけどそれもできない状況だっ

たという中で、タクシー乗って帰るつもり

だから両手に荷物抱えて歩いてるところに

ちょうど私、出くわしたもんですからお乗

せしたんですね。そのときにふっと「おで

かけくん」使えばいいのになと、私の頭を

よぎったんですが、違う違うと。認定受け

てないからこの方は利用できないんだなと。

しかし非常に矛盾を感じましたね。片や本

当に自立して頑張って、これからも頑張っ

ていく方に対してはそういうつらい思いし

て、その方は非常に元気だからいいんです

けど、となればもう運転免許を持ってない

方、返してしまった方はその辛さで家にひ

きこもりますわね。当然、買い物も行きた

くないと。免許も返してしまったと。家に

ひきこもりました。ひきこもった方に対し

てこれから健康づくりだの介護予防だの、

そういったことは相関係ないことこにいる

わけですよ。「おでかけくん」のこの事業

とは。だからこそ今、私はこの質問をさせ

ていただいてます。例えばタクシーの利用

券ですとか、そういったこととか、８０歳
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に関しましてはやっぱり町はそれなりのサ

ービスを考えていただきたい。行政が、住

民が相互で努力して云々ということももち

ろん期待はされても、まずは町が必要とし

て、どういう形で動き出すかということを

今後考えていただきたいので、これはこれ

で終わります。また次回に質問させていた

だきますのでお願いいたします。 

  それで「おでかけくん」の話なんですけ

ども、今「おでかけくん」動いてますけど

も、この３月、４月１日から町内という形

で利用範囲が変わり、１回３０分となりま

して、そういう意味では介護認定を受けて

る方は非常に使いやすくなってお出かけに

なると思います。介護認定を受けてない方

はおうちで閉じこもっているかと思います

けれども。私ちょっと思いますね。この

「おでかけくん」を１社、今、シルバー人

材にお願いしてますけど、シルバー人材セ

ンターじゃなくて二つ、三つと事業所をふ

やしていくことはできますか。これはでき

るかどうかでまずお願いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  「おでかけくん」の運営にかかわって、

複数の事業者とその運営を委託することは

経費的な問題、それから複数事業者のすみ

分けなどの仕組みづくりの困難さ等により、

今のところ考えておりませんでして、引き

続き一つの町内事業者に委託をするという

方向で今後も進めてまいりたいと考えてご

ざいます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  わかりました。今、「おでかけくん」の

委託料は１カ月２０万円弱だったと思いま

す。この中には予約受付、配送する方の人

件費ですとか車両の法定点検代ですとか損

害保険、電話代など含まれてますから、２

０万円というのは多いか少ないかは別にし

て、そういうふうに受け取ってますけども、

以前この委託料の中に、委託料もちろん金

額は違ってましたけど、ガソリン代も含ま

れてましたね。ガソリン代を含まれた委託

料ですと、動いても動かなくても同じこと

になるから、やはりガソリン代は抜いて別

途払ったらいいんじゃないかということで、

それは対応していただきましたのでまずは

評価させていただきます。しかしもう一つ

お願いしましたのは、１回運行するごとに、

今、具体的に言えばシルバーですけど、シ

ルバーは何回も車を出してもシルバーその

ものには全然収益はありません。となれば

これもまたこれでやりがいのない仕事にな

ってしまいますので、ここを１回運行する

ごとに幾らという形で、そういうふうな契

約方法を考えていただきたいんですけども、

これもいかがでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員おっしゃっていただきましたように、

昨年度まで固定分の中にガソリン代も入っ

てましたので、その部分についてはやはり

実績分だろうということで、変動のある部

分に運行協力費とガソリン代を実績分のほ

うに回させていただいて、固定分について

は先ほど議員のほうから御説明いただいた

とおりでございます。その中においてもや

はり受託した側の法人が一定実績を重ねる

ごとに何か実入りがないかと。そうすれば

もっとやりがいがあるのではないかという
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ような御質問でございます。その辺のとこ

ろは勉強はしてまいりたいと思いますが、

今のところなかなか妙案がございませんで

して、固定分については今までどおりの委

託にさせていただけたらと思いますが、た

だ、今後ますます高齢化といいますか、後

期高齢化が進む本町におきましては「おで

かけくん」に対するニーズも高くなるもの

と予想されてございます。委託事業者の選

定に当たっては、後ろ向きの法人ではなし

に、前向きの、豊能町のためにと思ってい

ただける法人がやはりいいのではないかと

思ってございまして、限られた費用でござ

いますので、その限られた費用をできるだ

け大きな効果を出してくれる事業者の選定

に向けて、例えば公募方式、プロポーザル

方式、これらの方式による選定なども視野

に入れて事業者を今後決めるという取り組

みを進めていくことによりまして、そのよ

うなところも事業者のモチベーションも持

っていただくということで払拭できたらな

と考えてございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  それはそれでぜひお願いします。ただ、

前の前だったと思います。そのときもその

事業所もやっぱり豊能町のために一生懸命

やるっていう、そういうふうなやっぱり熱

意が伝わったからこそ選ばれたんだと思い

ます。しかし実際はその契約の形態ですね。

形態によって、動いても動かなくても同じ

ような形態ということは、幾ら業者がやる

気になったって契約そのものが何だという

んだったら、やっぱりモチベーションは下

がりますよね。そういうことも含めまして、

この後、よく検討していただきたいと思い

ます。これはこれで、ぜひ８０歳以上の方、

お元気で自立している方、そういう方がお

うちに閉じこもってますので、ぜひぜひお

考えください。 

  それと、次の質問に移らせていただきま

す。 

  この３月議会で町長のほうに、西地区の

小中一貫校につきまして、財政面から既存

の吉川中学校を活用したいと。財政面とい

うことが一番のポイントであるならば、新

築とそれから既存の施設、それを比較検討

できる資料を出していただきたいとお願い

してましたところ、先月、その一部ですね。

一部っていうのは変な言い方なんですけど、

要するに比べようがないわけですよ。片や

あの新築のほうは図書館ですとかこども園

ですとか、自校式の給食調理室ですとか入

ってましたね。たしか保健センターも。引

き上げられてしまったから私もうろ覚えで

す。ただ、そういったものが入ってます。

それは私自身のこれからの新しいまちづく

りという視点で、その計画書は見させてい

ただきました。片や既存の施設を使うほう

は、たしかテニスコートは別途用地を用意

しなくちゃいけないとか、そういうふうな

ものもあったと思うんですけども、いずれ

にしても全然違います。つくるものが違っ

てるわけですから。これではちょっと難し

いので、もうちょっと、金額まではいいで

す。難しいですから。じゃなくて、片やこ

れは入ってます、こっちはこうなってます、

せめてその違いぐらいの資料は出していき

たいんですけど、まずはいかがでしょう。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  全員協議会そして６月議会のところで御

説明させていただいたものも、前の池田町

長がお進めになった計画、それの途中段階
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ということですので、その中身、安井建築

設計が設計してまとめたもののベースにな

るものが、今、提出もされておりませんし、

それから根底になる部分がもうあれで終わ

っておりますので、新たにそれを組みかえ

てシミュレーションするというのは非常に

難しいと思います。今後については教育委

員会等含めて、シミュレーションありきの

ための作業はいたしませんけれども、前に

向けて進めるためのもの、それは今後、検

討の中に絶対に入らないといけませんので、

それは進めてまいりたいと思います。した

がって、前の数字をいじってお示しをする

というようなことはちょっとできかねると

いうことでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  数字をいじるとか、ああせい、こうせい

じゃなくて、私自身が、町長は新築と既存

の中学校を活用した場合の経費の対比の資

料はつくりますとおっしゃってくださった

から、いつですかと。出していただいたも

のは、申しわけない、ちょっと比べるのに

無理がありますというような質問をしてる

んで、これはじゃあ新築と既存の中学校の

活用する、この対比の資料というのは今後

どういう形で議会に示していただこうとし

てるのかお答え願います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  日程はまだ、今現在検討中でございます

ので、いずれにしても試算ができ上がりま

したら必ず報告をさせていただきますし、

もちろん住民の方々にも説明、オープンな

議論ができるように進めてまいります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  その試算というのは試みる計算の算だと

思いますけども、これは両方の試算ですか。

今おっしゃった。私は比較の資料だけの話

をしてますので、そういうことですね、と

いうことですね。ちょっとお答え願います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  おっしゃるとおりです。今の試算という

のは１月３１日現在の安井建築設計さんの

ものです。我々がこれから進めるものに関

しては、今進めようとしている期間も含め

て、前回もありましたとおり、いわゆる根

底になる部分とすると、仮校舎をつくった

りとか、そういう部分の、あそこの中での

検討というのは必ずしていくわけですけれ

ども、そのものが十分ではありませんし、

それから必要な教室であるとかそういう部

分も変わってくると思いますので、これか

ら教育長とともに、そして教育委員の方々

と進めてまいりますので、いましばらくお

待ちいただきたいというように思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  待たせていただきます。私は本当、しつ

こく言うようですけど、本当に私は正直、

既存の施設を利用したほうが安上がりなの

かなって、私自身首かしげてますので、納

得できるように、どちらにいくにしてもお

願いいたします。それで町長は所信表明の

中で、これまでの学校再配置についてはま

ちづくりの観点がなかったと、たしかこん

なお話を書かれていたように思ったんです

けども、今回の新築の場合の計画書を見さ

せていただいたときには、現在、老朽化し
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て雨漏りしている図書館が入っているとか、

それとやっぱり事業が膨らんで手狭になっ

た、たしか保健センターも入っていたと思

います。それと認定こども園もあそこに入

れようとか、いろいろなってますので、町

長としてこういった、図書館ですとか保健

センターをどうするかという、まちづくり

も兼ねて、出していただくときには一緒に

提示していただけると非常にありがたいと

思います。これは要望です。 

  それでもう一点、ああそうかと思いまし

たのが、廃案となってますけど、その計画

書の中には、万が一この町が大災害を受け

たときに備えて、体育館のプールを上から

おろしてトイレに使うということは、前か

らそういう話は聞いてましたけども、もう

一つ、自校式の調理室、給食調理室をつく

って、いざというときに炊き出しができる

ようにしたいというふうな説明をこないだ

いただけましたね。 

（発言する者あり） 

○９番（秋元美智子君） 

  いただけましたよねと。そうか、そうい

う考えも、私はちょっとそういうふうな視

点が欠けていたものですから、自校式とい

うのは、単に子どもの食の安全だけじゃな

くて、やはりそういった災害に備えた視点

というのも確かに必要だなと思いましたの

で、町長、この豊能町の安心・安全まちづ

くりに向けても非常にいろいろな意味で熱

意持っていらっしゃいますので、こういう

ことも含めまして、今、出ている廃案にな

った計画書と比較できるような形で、教育

長とあわせて出していただきますようお願

いいたします。もしよかったらお答えくだ

さい。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  安井建築設計さんはやはり非常に今まで

の経験も深くてということで、非常にすば

らしい会社だと思います。そこの方々が考

えられた観点というのも、私も今まで考え

なかったところもございますし、したがっ

てああいう考え方もあるということで、今

後それを参考にもさせていただいて協議を

してまいりたいというように思います。あ

りがとうございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  防災について１点だけお尋ねします。 

  となりの双葉保育所、旧双葉保育所のと

ころにコンクリート固化物保管してますけ

ども、あそこは前、言いましたように、非

常に多くの防災備品を保管しています。あ

のままでいいのかって、昨年、その見直し

を求めたんですけども、そのときの答弁は、

新たな地域防災計画をつくってるのでもう

ちょっと待ってくださいというふうな、そ

ういうニュアンスでした。この地域防災計

画も作成されましたので、今後、となりに

ある備品、防災備品ですよ。これをそのま

ま置いとこうとされているのか、それとも

どこかへ持っていこうとされているのか。

その計画があるかないかだけお尋ねします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  前回と何も進んでおりませんので同じ答

弁になるかというふうに思いますけども、

旧双葉保育所にダイオキシン類を含む廃棄

物が入り始めたのが平成２８年の９月以降

でございますけども、そのとき以降はもう

新たな備蓄品は入れないようにしておりま

して、ほかの場所に搬入はしております。
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この旧双葉保育所に保管してある備蓄品を

移動させたいわけでございますけども、適

当な広さの備蓄倉庫となるものがございま

せんでして、今、置いておりますほかの備

蓄倉庫にこれ以上の保管することは困難に

なってきておりますので、やむを得ず旧双

葉保育所に置いたままというようなことで

ございます。この備蓄品の保管の拠点につ

きましては、本来、東西それぞれにまばら

になってあることのほうが望ましいという

ふうに思っておりまして、今後、これから

公共施設の再編検討委員会を置きまして、

公共施設のあり方を検討いたしますけども、

その際に備蓄倉庫につきましても一緒に検

討いたしまして、活用できる施設を決めま

して、そこを拠点というふうにして備蓄品

を移動していきたいというふうに思ってお

りますので、公共施設の再編までもうしば

らくお答えはお待ち願いたいということで

ございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  この再編計画いつごろ出される予定でし

たか。私、聞いていて忘れていたら申しわ

けないんですけど、お願いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  公共施設の再編は学校の再配置と、これ

は切り離すことができませんので、我々は

学校の再配置の検討と同時に公共施設の再

編も話を進めてまいりますけども、どうし

ても学校の再配置の話を先行させないと、

どこの学校があくということが決まってま

いりませんので、本庁舎のそういう整備も

含めて、全ての公共施設について検討する

のは学校の再配置と同時進行ということで

ございますので、学校の再配置計画が決ま

れば公共施設再編の協議も深まっていくと

いうことでございますので、もうしばらく

そのタイミングにつきましてもお待ちを願

いたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  学校再配置のとこで、今、どちらかにい

くかというのは東のとこですよね。西に関

しましては東ときわ台小学校、吉川小学校、

光風台小学校、これらはあくとはっきりわ

かってるんじゃないですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  町長の方針は東西にそれぞれ小中一貫校

を置くということはおっしゃっておられま

すけども、どこの場所でそれぞれをやるか

ということについてはまだ表明なさってお

られないので、我々事務方としましてはあ

く学校はまだ決まっていないというふうに

認識をしております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で、秋元美智子議員の一般質問を終

わります。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。本日はこれをもって散会いたし

ます。 

  次回は９月４日、午前９時３０分より会

議を開きます。本日は大変に御苦労さまで

した。 

 

散会 午後３時４５分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    令和  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  ８番 

 

        同    ９番 

 

 


